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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被記録媒体を搬送方向に搬送する搬送手段と、
　搬送される被記録媒体にインクを吐出する記録ヘッドを備え、搬送方向と直交する主走
査方向に往復移動可能なキャリッジと、
　搬送される被記録媒体の下面を支持し搬送方向に沿って延びると共に、主走査方向に複
数個配置される突起部を備え、前記記録ヘッドの下面と対向する位置に配置されるプラテ
ンと、
　搬送される被記録媒体又は前記プラテンに対して光を発光し、反射された光を受光する
光学手段を駆動し、前記光学手段によって受光された光から、搬送される被記録媒体の主
走査方向の第１両端位置を決定する両端決定手段と、
　決定された前記第１両端位置間の領域と、前記第１両端位置の一方の端から主走査方向
において被記録媒体の外側へと延びる一方側の領域と、前記第１両端位置の他方の端から
主走査方向において被記録媒体の外側へと延びる他方側の領域と、でインクを吐出する領
域を設定する吐出領域設定手段と、
　前記吐出領域設定手段によって設定されたインクを吐出する領域でインクを吐出するよ
うに前記記録ヘッド及び前記キャリッジを制御する制御手段と、
　第１情報を記憶可能な記憶手段と、
　前記記憶手段に前記第１情報が記憶されている場合に報知する報知手段と、
　前記第１両端位置の一方の端から、主走査方向において被記録媒体の外側へと第１距離
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分延びる第１領域を設定する第１領域設定手段と、
　前記第１両端位置の他方の端から、主走査方向において被記録媒体の外側へと第２距離
分延びる第２領域を設定する第２領域設定手段と、
　前記第１両端位置の一方の端から、主走査方向において被記録媒体の外側へと延びると
共に、前記第１距離よりも小さく且つ被記録媒体の外側に位置し前記一方の端に最隣接す
る突起部までの第３距離内で第３領域を設定する第３領域設定手段と、
　前記第１両端位置の他方の端から、主走査方向において被記録媒体の外側へと延びると
共に、前記第２距離よりも小さく且つ被記録媒体の外側に位置し前記他方の端に最隣接す
る突起部までの第４距離内で第４領域を設定する第４領域設定手段と、
　前記第１両端位置の一方の端の前記第１領域内に前記突起部があるか否かを判断する第
１判断手段と、
　前記第１両端位置の他方の端の前記第１領域内に前記突起部があるか否かを判断する第
２判断手段と、
　前記第１両端位置の前記一方の端の第５領域内に前記突起部があるか否かを判断する第
３判断手段と、
　前記第１両端位置の前記他方の端の第５領域内に前記突起部があるか否かを判断する第
４判断手段と、を備えた画像記録装置であって、
　さらに、前記第３領域及び前記第４領域は、前記第１両端位置の一方の端及び他方の端
から被記録媒体の外側に延びると共に、前記第３距離及び第４距離以下であり且つ被記録
媒体から前記両端決定手段の分解能分の第５距離延びる第５領域以上の大きさであり、
　前記第３領域設定手段は、前記第３領域を、前記第５距離を整数倍した値のうち前記第
３距離以内での最大の距離で設定し、
　前記第４領域設定手段は、前記第４領域を、前記第５距離の整数倍した値のうち前記第
４距離以内での最大の距離で設定し、
　前記吐出領域設定手段は、
　前記第１両端位置の一方の端の前記第１領域内に前記突起部が無いと判断された場合に
、前記一方側の領域に用いられる領域を前記第１領域に設定し、
　前記第１両端位置の他方の端の前記第２領域内に前記突起部が無いと判断された場合に
、前記他方側の領域に用いられる領域を前記第２領域に設定し、
　前記第１両端位置の一方の端の前記第１領域内に前記突起部があると判断された場合で
あって、前記第１両端位置の一方の端の前記第５領域内に前記突起部が無いと判断された
場合に、前記一方側の領域に用いられる領域を前記第３領域に設定し、前記第１両端位置
の一方の端の前記第５領域内に前記突起部があると判断された場合に、前記一方側の領域
に用いられる領域を前記第１領域に設定し、
　前記第１両端位置の他方の端の前記第２領域内に前記突起部があると判断された場合で
あって、前記第１両端位置の他方の端の前記第５領域内に前記突起部が無いと判断された
場合に、前記他方側の領域に用いられる領域を前記第４領域に設定し、前記第１両端位置
の他方の端の前記第５領域内に前記突起部があると判断された場合に、前記他方側の領域
に用いられる領域を前記第２領域に設定し、
　前記記憶手段は、
　前記第１両端位置の一方の端又は他方の端の前記第５領域内に突起部があると判断され
た場合に、前記第１情報を記憶することを特徴とする画像記録装置。
【請求項２】
　前記両端決定手段は、被記録媒体が一回の搬送量よりも多い所定量搬送される毎に前記
第１両端位置を決定し、
　前記両端決定手段によって今回決定された被記録媒体の前記第１両端位置と、前回決定
された被記録媒体の第２両端位置とにより、今回決定された被記録媒体の位置から前記一
回の搬送量分を搬送方向に搬送された位置での被記録媒体の第３両端位置を算出する算出
手段を備え、
　前記吐出領域設定手段は、算出された前記第３両端位置間の領域と、前記第３両端位置
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の一方の端から主走査方向において被記録媒体の外側へと延びる一方側の領域と、前記第
３両端位置の他方の端から主走査方向において被記録媒体の外側へと延びる他方側の領域
と、でインクを吐出する領域を設定し、
　前記第３両端位置の一方の端から、主走査方向において被記録媒体の外側へと前記第１
距離分延びる第６領域を設定する第６領域設定手段と、
　前記第３両端位置の他方の端から、主走査方向において被記録媒体の外側へと前記第２
距離分延びる第７領域を設定する第７領域設定手段と、
　前記第３両端位置の一方の端から、主走査方向において被記録媒体の外側へと延びると
共に、前記第１距離よりも小さく且つ被記録媒体の外側に位置し前記一方の端に最隣接す
る突起部までの前記第３距離内で第８領域を設定する第８領域設定手段と、
　前記第３両端位置の他方の端から、主走査方向において被記録媒体の外側へと延びると
共に、前記第２距離よりも小さく且つ被記録媒体の外側に位置し前記他方の端に最隣接す
る突起部までの前記第４距離内で第９領域を設定する第９領域設定手段と、
　前記第１両端位置と、前記第２両端位置又は前記第３両端位置とが異なるか否かを判断
する第５判断手段と、
　前記第５判断手段によって、前記第１両端位置と、前記第２両端位置又は前記第３両端
位置とが異なると判断された場合に、前記第３両端位置の一方側の領域の前記第６領域内
に前記突起部があるか否かを判断する第６判断手段と、
　前記第５判断手段によって、前記第１両端位置と、前記第２両端位置又は前記第３両端
位置とが異なると判断された場合に、前記第３両端位置の他方側の領域の前記第７領域内
に前記突起部があるか否かを判断する第７判断手段と、を更に備え、
　更に前記吐出領域設定手段は、
　前記第３両端位置の一方側の領域の前記第６領域内に前記突起部が無いと判断された場
合に、前記一方側の領域に用いられる領域を前記第６領域に設定し、前記第３両端位置の
一方側の領域の前記第６領域内に前記突起部があると判断された場合に、前記一方側の領
域に用いられる領域を前記第８領域に設定し、
　前記第３両端位置の他方側の領域の前記第７領域内に前記突起部が無いと判断された場
合に、前記他方側の領域に用いられる領域を前記第７領域に設定し、前記第３両端位置の
他方側の領域の前記第７領域内に前記突起部があると判断された場合に、前記他方側の領
域に用いられる領域を前記第９領域に設定することを特徴とする請求項１に記載の画像記
録装置。
【請求項３】
　前記第８領域及び前記第９領域は、前記第３両端位置の一方の端及び他方の端から被記
録媒体の外側に延びると共に、前記第３距離及び前記第４距離以下であり且つ被記録媒体
から前記両端決定手段の分解能分の前記第５距離延びる第１０領域以上の大きさであり、
　前記第８領域設定手段は、前記第８領域を、前記第５距離を整数倍した値のうち前記第
３距離以内での最大の距離で設定し、
　前記第９領域設定手段は、前記第９領域を、前記第５距離を整数倍した値のうち前記第
４距離以内での最大の距離で設定することを特徴とする請求項２に記載の画像記録装置。
【請求項４】
　前記第３両端位置の一方の端の前記第１０領域内に前記突起部があるか否かを判断する
第８判断手段と、
　前記第３両端位置の他方の端の前記第１０領域内に前記突起部があるか否かを判断する
第９判断手段と、を更に備え、
　前記吐出領域設定手段は、
　前記第３両端位置の一方側の領域の前記第６領域内に前記突起部があると判断された場
合であって、前記第３両端位置の一方の端の前記第１０領域内に前記突起部が無いと判断
された場合に、前記一方側の領域に用いられる領域を前記第８領域に設定し、前記第３両
端位置の一方の端の前記第１０領域内に前記突起部があると判断された場合に、前記一方
側の領域に用いられる領域を前記第６領域に設定し、
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　前記第３両端位置の他方側の領域の前記第７領域内に前記突起部があると判断された場
合であって、前記第３両端位置の他方の端の前記第１０領域内に前記突起部が無いと判断
された場合に、前記他方側の領域に用いられる領域を前記第９領域に設定し、前記第３両
端位置の他方の端の前記第１０領域内に前記突起部があると判断された場合に、前記他方
側の領域に用いられる領域を前記第７領域に設定し、
　前記記憶手段は、
　前記第３両端位置の一方の端又は他方の端の前記第１０領域内に突起部があると判断さ
れた場合に、前記第１情報を記憶することを特徴とする請求項３に記載の画像記録装置。
【請求項５】
　前記プラテンを覆うと共に開閉可能なカバーと、
　前記カバーの開閉を検知する検知手段と、を備え、
　前記報知手段は、被記録媒体の１ページ分の印刷が完了したら報知を開始し、前記検知
手段によって前記カバーの開閉が検知されたことを条件として報知を停止することを特徴
とする請求項１乃至４のいずれかに記載の画像記録装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被記録媒体に記録ヘッドがインクを吐出して、被記録媒体の縁に余白を設け
ることなく画像を印刷する、いわゆる縁無し印刷を行う画像記録装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、被記録媒体の縁に余白を設けることなく画像を印刷する、いわゆる縁無し印
刷が可能な画像記録装置が存在する。この画像記録装置によって縁無し印刷を行う際には
、記録ヘッドは、被記録媒体の縁を超えて被記録媒体の外側にまでインクを吐出する。例
えば、インクを吐出する領域を設定する領域設定手段は、被記録媒体の搬送方向と直交す
る幅方向の大きさよりも大きくインクの吐出領域を生成する。そして、領域設定手段によ
って設定されたインクの吐出領域に従って記録ヘッドがインクを吐出することで、縁無し
印刷が実現される。縁無し印刷が実現される際は、記録ヘッドのインクの吐出面と対向し
インクが吐出される際に被記録媒体を下方から支持するプラテンに、被記録媒体からはみ
出たインクが吐出される。
【０００３】
　縁無し印刷が可能な画像記録装置の一例として、特許文献１に記載の記録装置が挙げら
れる。特許文献１に記載の記録装置は、インクジェット記録ヘッドを搭載して主走査方向
に走査するキャリッジと、記録媒体を搬送向きに搬送しキャリッジの搬送向きの上流側に
配置される搬送ローラ及び下流側に配置される排紙ローラと、キャリッジ上に搭載される
と共に搬送される記録媒体の主走査方向端部の位置を検出する紙幅センサーと、を備えて
いる。
【０００４】
　特許文献１に記載の記録装置で縁無し印刷を行う際は、まずキャリッジを主走査方向に
移動させると共に紙幅センサーによって記録媒体の主走査方向端部の位置を検出する。検
出された記録媒体の主走査方向の両端部の位置を記憶し、記憶された両端部の位置からそ
れぞれ主走査方向において記録媒体が存在しない方向にはみ出し領域を設定する。そして
、記録ヘッドは、設定されたはみ出し領域と記録媒体の主走査方向の領域とに亘ってイン
クを吐出する。その後、記録媒体を所定量搬送して、上述した主走査方向端部の検出と、
はみ出し領域の設定と、インクの吐出と、を繰り返すことで、記録媒体の全面に縁無し印
刷が行われる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００６－１６８１１０号公報
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上述したように縁無し印刷は、被記録媒体の搬送方向と直交する幅よりも多くインクの
吐出領域を設定する。このインク吐出領域は、被記録媒体の幅の領域と、幅からはみ出る
はみ出し領域とから構成される。したがって、はみ出し領域において吐出されるインクは
、記録ヘッドと対向するプラテンに着弾する。
【０００７】
　ここでプラテンは、搬送方向に対して平行に延びる突起部を複数有している。この複数
の突起部は、種々の大きさの被記録媒体を適切に支持するために、被記録媒体の幅方向に
沿って所定の距離を隔てて、プラテン上に配置されている。したがって、搬送される被記
録媒体は、プラテンが備える複数の突起部によって支持される。
【０００８】
　特許文献１に記載の記録装置では、記録媒体を所定量搬送する毎に、検出される記録媒
体の主走査方向端部を基にしてはみ出し領域を設定しているが、当該はみ出し領域に突起
部が含まれる時については何ら処理されていない。したがって、はみ出し領域に従って記
録ヘッドがインクを吐出すると、はみ出し領域に突起部が含まれる場合は、当該突起部は
インクによって汚損されてしまう。この場合、後続の被記録媒体に画像を記録しようとし
た場合、汚損された突起部を後続の被記録媒体が通過すると、後続の被記録媒体の裏側に
インクが付着する裏写りが発生してしまう虞があった。
【０００９】
　本発明は、はみ出し領域にプラテンの突起部が含まれている場合でも、後続の被記録媒
体に対する裏写りを軽減させることが可能な画像記録装置を提供することを目的としてい
る。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　この目的を達成するために、請求項１記載の画像記録装置は、被記録媒体を搬送方向に
搬送する搬送手段と、搬送される被記録媒体にインクを吐出する記録ヘッドを備え、搬送
方向と直交する主走査方向に往復移動可能なキャリッジと、搬送される被記録媒体の下面
を支持し副走査方向に沿って延びると共に、主走査方向に複数個配置される突起部を備え
、前記記録ヘッドの下面と対向する位置に配置されるプラテンと、搬送される被記録媒体
又は前記プラテンに対して光を発光し、反射された光を受光する光学手段を駆動し、前記
光学手段によって受光された光から、搬送される被記録媒体の主走査方向の第１両端位置
を決定する両端決定手段と、決定された前記第１両端位置間の領域と、前記第１両端位置
の一方の端から主走査方向において被記録媒体の外側へと延びる一方側の領域と、前記第
１両端位置の他方の端から主走査方向において被記録媒体の外側へと延びる他方側の領域
と、でインクを吐出する領域を設定する吐出領域設定手段と、前記吐出領域設定手段によ
って設定されたインクを吐出する領域でインクを吐出するように前記記録ヘッド及び前記
キャリッジを制御する制御手段と、前記第１両端位置の一方の端から、主走査方向におい
て被記録媒体の外側へと第１距離分延びる第１領域を設定する第１領域設定手段と、前記
第１両端位置の他方の端から、主走査方向において被記録媒体の外側へと第２距離分延び
る第２領域を設定する第２領域設定手段と、前記第１両端位置の一方の端から、主走査方
向において被記録媒体の外側へと延びると共に、前記第１距離よりも小さく且つ被記録媒
体の外側に位置し前記一方の端に最隣接する突起部までの第３距離内で第３領域を設定す
る第３領域設定手段と、前記第１両端位置の他方の端から、主走査方向において被記録媒
体の外側へと延びると共に、前記第２距離よりも小さく且つ被記録媒体の外側に位置し前
記他方の端に最隣接する突起部までの第４距離内で第４領域を設定する第４領域設定手段
と、前記第１両端位置の一方の端の前記第１領域内に前記突起部があるか否かを判断する
第１判断手段と、前記第１両端位置の他方の端の前記第１領域内に前記突起部があるか否
かを判断する第２判断手段と、を備えた画像記録装置であって、前記吐出領域設定手段は
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、前記第１両端位置の一方の端の前記第１領域内に前記突起部が無いと判断された場合に
、前記一方側の領域に用いられる領域を前記第１領域に設定し、前記第１両端位置の一方
の端の前記第１領域内に前記突起部があると判断された場合に、前記一方側の領域に用い
られる領域を前記第３領域に設定し、前記第１両端位置の他方の端の前記第２領域内に前
記突起部が無いと判断された場合に、前記他方側の領域に用いられる領域を前記第２領域
に設定し、前記第１両端位置の他方の端の前記第２領域内に前記突起部があると判断され
た場合に、前記他方側の領域に用いられる領域を前記第４領域に設定することを特徴とす
る。
【００１１】
　請求項２記載の画像記録装置は、請求項１に記載の画像記録装置に加え、前記第３領域
及び前記第４領域は、前記第１両端位置の一方の端及び他方の端から被記録媒体の外側に
延びると共に、前記第３距離及び第４距離以下であり且つ被記録媒体から前記両端決定手
段の分解能分の第５距離延びる第５領域以上の大きさであり、前記第３領域設定手段は、
前記第３領域を、前記第５距離毎の最大の距離で設定し、前記第４領域設定手段は、前記
第４領域を、前記第５距離毎の最大の距離で設定することを特徴とする。
【００１２】
　請求項３記載の画像記録装置は、請求項２に記載の画像記録装置に加え、第１情報を記
憶可能な第１記憶手段と、前記第１記憶手段に前記第１情報が記憶されている場合に報知
する報知手段と、前記第１両端位置の前記一方の端の第５領域内に前記突起部があるか否
かを判断する第３判断手段と、前記第１両端位置の前記他方の端の第５領域内に前記突起
部があるか否かを判断する第４判断手段と、を更に備え、前記吐出領域設定手段は、前記
第１両端位置の一方の端の前記第１領域内に前記突起部があると判断された場合であって
、前記第１両端位置の一方の端の前記第５領域内に前記突起部が無いと判断された場合に
、前記一方側の領域に用いられる領域を前記第３領域に設定し、前記第１両端位置の一方
の端の前記第５領域内に前記突起部があると判断された場合に、前記一方側の領域に用い
られる領域を前記第１領域に設定し、前記第１両端位置の他方の端の前記第２領域内に前
記突起部があると判断された場合であって、前記第１両端位置の他方の端の前記第５領域
内に前記突起部が無いと判断された場合に、前記他方側の領域に用いられる領域を前記第
４領域に設定し、前記第１両端位置の他方の端の前記第５領域内に前記突起部があると判
断された場合に、前記他方側の領域に用いられる領域を前記第２領域に設定し、前記第１
記憶手段は、前記第１両端位置の一方の端又は他方の端の前記第５領域内に突起部がある
と判断された場合に、前記第１情報を記憶することを特徴とする
ことを特徴とする。
【００１３】
　請求項４記載の画像記録装置は、請求項１乃至３のいずれかに記載の画像記録装置に加
え、前記両端決定手段は、被記録媒体が一回の搬送量よりも多い所定量搬送される毎に前
記第１両端位置を決定し、前記両端決定手段によって今回決定された被記録媒体の前記第
１両端位置と、前回決定された被記録媒体の第２両端位置とにより、今回決定された被記
録媒体の位置から前記一回の搬送量分を搬送方向に搬送された位置での被記録媒体の第３
両端位置を算出する算出手段を備え、前記吐出領域設定手段は、算出された前記第３両端
位置間の領域と、前記第３両端位置の一方の端から主走査方向において被記録媒体の外側
へと延びる一方側の領域と、前記第３両端位置の他方の端から主走査方向において被記録
媒体の外側へと延びる他方側の領域と、でインクを吐出する領域を設定し、前記第３両端
位置の一方の端から、主走査方向において被記録媒体の外側へと前記第１距離分延びる第
６領域を設定する第６領域設定手段と、前記第３両端位置の他方の端から、主走査方向に
おいて被記録媒体の外側へと前記第２距離分延びる第７領域を設定する第７領域設定手段
と、前記第３両端位置の一方の端から、主走査方向において被記録媒体の外側へと延びる
と共に、前記第１距離よりも小さく且つ被記録媒体の外側に位置し前記一方の端に最隣接
する突起部までの前記第３距離内で第８領域を設定する第８領域設定手段と、前記第３両
端位置の他方の端から、主走査方向において被記録媒体の外側へと延びると共に、前記第
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２距離よりも小さく且つ被記録媒体の外側に位置し前記他方の端に最隣接する突起部まで
の前記第４距離内で第９領域を設定する第９領域設定手段と、前記第１両端位置と、前記
第２両端位置又は前記第３両端位置とが異なるか否かを判断する第５判断手段と、前記第
５判断手段によって、前記第１両端位置と、前記第２両端位置又は前記第３両端位置とが
異なると判断された場合に、前記第３両端位置の一方側の領域の前記第６領域内に前記突
起部があるか否かを判断する第６判断手段と、前記第５判断手段によって、前記第１両端
位置と、前記第２両端位置又は前記第３両端位置とが異なると判断された場合に、前記第
３両端位置の他方側の領域の前記第７領域内に前記突起部があるか否かを判断する第７判
断手段と、を更に備え、更に前記吐出領域設定手段は、前記第３両端位置の一方側の領域
の前記第６領域内に前記突起部が無いと判断された場合に、前記一方側の領域に用いられ
る領域を前記第６領域に設定し、前記第３両端位置の一方側の領域の前記第６領域内に前
記突起部があると判断された場合に、前記一方側の領域に用いられる領域を前記第８領域
に設定し、前記第３両端位置の他方側の領域の前記第７領域内に前記突起部が無いと判断
された場合に、前記他方側の領域に用いられる領域を前記第７領域に設定し、前記第３両
端位置の他方側の領域の前記第７領域内に前記突起部があると判断された場合に、前記他
方側の領域に用いられる領域を前記第９領域に設定することを特徴とする。
【００１４】
　請求項５記載の画像記録装置は、請求項４に記載の画像記録装置に加え、前記第８領域
及び前記第９領域は、前記第３両端位置の一方の端及び他方の端から被記録媒体の外側に
延びると共に、前記第３距離及び前記第４距離以下であり且つ被記録媒体から前記両端決
定手段の分解能分の前記第５距離延びる第１０領域以上の大きさであり、前記第８領域設
定手段は、前記第８領域を、前記第５距離毎の最大の距離で設定し、前記第９領域設定手
段は、前記第９領域を、前記第５距離毎の最大の距離で設定することを特徴とする。
【００１５】
　請求項６記載の画像記録装置は、請求項５に記載の画像記録装置に加え、前記第１情報
を記憶可能な第２記憶手段と、前記第３両端位置の一方の端の前記第１０領域内に前記突
起部があるか否かを判断する第８判断手段と、前記第３両端位置の他方の端の前記第１０
領域内に前記突起部があるか否かを判断する第９判断手段と、を更に備え、前記吐出領域
設定手段は、前記第３両端位置の一方側の領域の前記第６領域内に前記突起部があると判
断された場合であって、前記第３両端位置の一方の端の前記第１０領域内に前記突起部が
無いと判断された場合に、前記一方側の領域に用いられる領域を前記第８領域に設定し、
前記第３両端位置の一方の端の前記第１０領域内に前記突起部があると判断された場合に
、前記一方側の領域に用いられる領域を前記第６領域に設定し、前記第３両端位置の他方
側の領域の前記第７領域内に前記突起部があると判断された場合であって、前記第３両端
位置の他方の端の前記第１０領域内に前記突起部が無いと判断された場合に、前記他方側
の領域に用いられる領域を前記第９領域に設定し、前記第３両端位置の他方の端の前記第
１０領域内に前記突起部があると判断された場合に、前記他方側の領域に用いられる領域
を前記第７領域に設定し、前記第２記憶手段は、前記第３両端位置の一方の端又は他方の
端の前記第１０領域内に突起部があると判断された場合に、前記第１情報を記憶し、前記
報知手段は、前記前記第２記憶手段に前記第１情報が記憶されている場合に報知すること
を特徴とする。
【００１６】
　請求項７記載の画像記録装置は、請求項３又は６のいずれかに記載の画像記録装置に加
え、前記プラテンを覆うと共に開閉可能なカバーと、前記カバーの開閉を検知する検知手
段と、を備え、前記報知手段は、被記録媒体の１ページ分の印刷が完了したら報知を開始
し、前記検知手段によって前記カバーの開閉が検知されたことを条件として報知を停止す
ることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１７】
　請求項１記載の画像記録装置によれば、吐出領域設定手段は、第１判断手段によって決
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定された第１両端位置の一方の端の第１領域内に突起部があると判断されたら、一方側の
領域に用いられる領域を、被記録媒体の外側に位置し一方の端に最も隣接する突起部まで
の第３距離内で設定される第３領域に、設定する。また、吐出領域設定手段は、第２判断
手段によって決定された第１両端位置の他方の端の第２領域内に突起部があると判断され
たら、他方側の領域に用いられる領域を、被記録媒体の外側に位置し他方の端に最も隣接
する突起部までの第４距離内で設定される第４領域に、設定する。
【００１８】
　そして、制御手段は、一方の端については第３領域に従って、他方の端については、第
４領域にしたがって、キャリッジと記録ヘッドとを制御する。これにより、突起部にイン
クが付着することが軽減され、後続の被記録媒体が搬送されたとしても、後続の被記録媒
体に対する裏写りを軽減させることができるといった効果を奏する。
【００１９】
　また、請求項２記載の画像記録装置によれば、第３領域設定手段は、第３領域を両端検
知手段の分解能分の第５距離の最大の距離で設定し、また、第４領域設定手段は、第４領
域を両端検知手段の分解能分の第５距離の最大の距離で設定する。よって、請求項２記載
の画像記録装置によれば、請求項１に記載の画像記録装置が奏する効果に加え、縁無し印
刷の画質を保証できると共に、さらに、突起部にインクが付着することを軽減できるので
、後続の被記録媒体が搬送されたとしても、後続の被記録媒体に対する裏写りを軽減させ
ることができるといった効果を奏する。
【００２０】
　また、請求項３記載の画像記録装置によれば、第３判断手段によって被記録媒体の一方
の端の第５領域内に突起部があると判断された場合、又は第４判断手段によって被記録媒
体の他方の端の第５領域内に突起部があると判断された場合には、記憶手段に第１情報を
記憶する。そして、記憶手段に第１情報が記憶されたことを条件として、報知手段が報知
を行う。
【００２１】
　これにより、請求項３記載の画像記録装置によれば、請求項２に記載の画像記録装置が
奏する効果に加え、第５領域内に突起部がある、つまり、インクによって突起部が汚損さ
れてしまったとしても報知するので、ユーザが、突起部が汚損されたことを確認でき、突
起部を清掃する機会を与えることができるといった効果を奏する。
【００２２】
　また、請求項４記載の画像記録装置によれば、両端決定手段によって今回決定された被
記録媒体の第１両端位置と、前回決定された被記録媒体の第２両端位置とから、今回決定
された被記録媒体の位置から、一回の搬送量分を搬送方向に搬送された位置での被記録媒
体の第３両端位置を算出する。そして、第１両端位置と、第２両端位置または第３両端位
置とが、異なっている場合に、吐出領域設定手段は、第３両端位置における、第６領域、
第７領域に突起部があるか否かを判断する。そして、第１両端位置と、第２両端位置また
は第３両端位置とが、異なっている場合つまり被記録媒体が斜行した状態で搬送されるこ
とで、搬送される毎に被記録媒体の両端位置が変化して、第６領域、又は第７領域の位置
が変化した場合でも、今回の両端位置の決定後、一回の搬送後の両端位置での被記録媒体
の一方の端については第６領域又は第８領域、被記録媒体の他方の端については第７領域
又は第９領域を設定することができる。
【００２３】
　よって、請求項４記載の画像記録装置は、請求項１乃至３のいずれかに記載の画像記録
装置が奏する効果に加え、斜行した状態で被記録媒体が搬送されたとしても、一回の搬送
後の両端位置で、各領域を設定することができるので、突起部にインクが付着されること
をより軽減でき、後続の被記録媒体に対する裏写りを軽減させることができるといった効
果を奏する。
【００２４】
　また、請求項５記載の画像記録装置によれば、第８領域設定手段は、第８領域を両端検



(9) JP 5850221 B2 2016.2.3

10

20

30

40

50

知手段の分解能分の第５距離の最大の距離で設定し、また、第９領域設定手段は、第９領
域を両端検知手段の分解能分の第５距離の最大の距離で設定する。よって、請求項５記載
の画像記録装置によれば、請求項４に記載の画像記録装置が奏する効果に加え、縁無し印
刷の画質を保証できると共に、さらに、突起部にインクが付着することを軽減できるので
、後続の被記録媒体が搬送されたとしても、後続の被記録媒体に対する裏写りを軽減させ
ることができるといった効果を奏する。
【００２５】
　また、請求項６記載の画像記録装置によれば、第８判断手段によって被記録媒体の一方
の端の第１０領域内に突起部があると判断された場合、又は第９判断手段によって被記録
媒体の他方の端の第１０領域内に突起部があると判断された場合には、第２記憶手段に第
１情報を記憶する。そして、第２記憶手段に第１情報が記憶されたことを条件として、報
知手段が報知を行う。
【００２６】
　これにより、請求項６記載の画像記録装置によれば、請求項５に記載の画像記録装置が
奏する効果に加え、第１０領域内に突起部がある、つまり、インクによって突起部が汚損
されてしまったとしても報知するので、ユーザが、突起部が汚損されたことを確認でき、
突起部を清掃する機会を与えることができるといった効果を奏する。
【００２７】
　また、請求項７記載の画像記録装置によれば、被記録媒体の１ページ分の印刷が完了し
たら報知を開始し、カバーの開閉が検知されたら、報知を停止する。これにより、請求項
７に記載の画像記録装置によれば、請求項３又は６のいずれかに記載の画像記録装置が奏
する効果に加え、ユーザが報知部を介して突起部が汚損されたことを確認できるとともに
、さらに、カバーを開閉するまで報知を続けるので、突起部に吐出されたインクを清掃す
ることができ、後続の用紙に対する裏写りを軽減させることが可能となる、といった効果
を奏することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】複合機１０の斜視図である。
【図２】プリンタ部１１の模式的な断面図である。
【図３】給紙トレイ２０の斜視図である。
【図４】プリンタ部１１の上面図である。
【図５】記録部２４の周辺を示した斜視図である。
【図６】プラテン３４の周辺を示した上面図である。
【図７】メディアセンサ５２によって用紙Ｐの両側端検知を示した模式図である。
【図８】制御部９０の構成を示すブロック図である。
【図９】本実施形態の縁無し印刷処理を示すフローチャートである。
【図１０】本実施形態の印刷前のはみ出し領域設定処理を示すフローチャートである。
【図１１】本実施形態の印刷中処理を示すフローチャートである。
【図１２】本実施形態の印刷中のはみ出し領域設定処理を示すフローチャートである。
【図１３】本実施形態の印刷中のはみ出し領域設定処理を示すフローチャートである。
【図１４】斜行しない用紙Ｐに縁無し印刷を行う際の、用紙Ｐ、リブ８１、及びはみ出し
領域の相対位置を示した図である。
【図１５】斜行した用紙Ｐ２に縁無し印刷を行う際の、用紙Ｐ２、リブ８１、及びはみ出
し領域の相対位置を示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　以下、本発明の実施形態について説明する。なお、以下に説明される実施形態は本発明
の一例にすぎず、本発明の要旨を変更しない範囲で、本発明の実施形態を適宜変更できる
ことは言うまでもない。また、以下の説明では、ベクトルにおいて矢印を考慮して起点か
ら終点に向かう進みが「向き」と表現され、ベクトルにおいて矢印を考慮せずに起点と終
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点とを結ぶ線上の往来が「方向」と表現される。また、以下の説明では、複合機１０が使
用可能に設置された状態（図１の状態）を基準として上下方向７が定義され、開口１３が
設けられている側を手前側（正面）として前後方向８が定義され、複合機１０を手前側（
正面）から見て左右方向９が定義される。
【００３０】
＜複合機１０の外観＞
　図１を用いて、本発明の実施形態を備える複合機１０の外観について説明する。図１に
示されるように、本発明のインクジェット記録装置の一例である複合機１０は、概ね薄型
の直方体に形成されている。インクジェット記録方式のプリンタ部１１が、複合機１０の
下部に設けられている。複合機１０は、ファクシミリ機能及びプリント機能などの各種の
機能を有している。
【００３１】
　プリンタ部１１は筐体１４を有する。上下方向７及び左右方向９に拡がる前壁１５が、
筐体１４の前側に形成されている。開口１３が、前壁１５の概ね中央部に形成されている
。給紙トレイ２０及び排紙トレイ２１が、開口１３から前後方向に挿抜可能である。所望
のサイズの用紙Ｐが給紙トレイ２０に載置される。また、前壁１５の上方には表示部１８
が配置されており、当該表示部１８は複合機１０の状態が表示される。
【００３２】
　複合機１０は、筐体１４の上部に、カバー１２（本発明のカバーの一例）が設けられる
。カバー１２は、複合機１０の後端部において上下方向７において回動可能に軸支されて
おり、ユーザがカバー１２を開閉できるように構成されている。また、複合機１０にはカ
バー１２の開閉を検知する開閉センサ１９（図８参照、本発明の検知手段の一例）が備え
られている。ユーザがカバー１２を上方に回動するようにして、カバー１２を空けること
で、プリンタ部１１にアクセスすることが可能であり、プリンタ部１１内の清掃や、例え
ば紙詰まりが発生した用紙Ｐを取り除くことが可能である。また、カバー１２は、その閉
姿勢において少なくとも後述するプラテン３４を覆う。
【００３３】
　複合機１０は、パーソナルコンピュータ（以下ＰＣと称する）などの外部機器と接続可
能であり、ＰＣによって複合機１０が有する各種機能が実行される。また、複合機１０は
複合機１０本体のみで各種機能を実行する。この場合、前壁１５の上方に表示部１８（本
発明の報知手段の一例）と共に設けられる操作パネル１６をユーザによって操作されるこ
とで、複合機１０が当該複合機１０本体のみで各種機能を実行する。
【００３４】
＜プリンタ部１１の内部構造＞
　次に図２乃至図５を用いて、プリンタ部１１の内部構造について説明する。図２に示さ
れるように、プリンタ部１１は、給紙トレイ２０に載置される用紙Ｐを搬送路２３へ給送
する給送部１７と、給送部１７によって給紙された用紙Ｐを記録部２４に搬送する搬送ロ
ーラ対５４と、搬送ローラ対５４によって搬送された用紙Ｐに画像を記録するインクジェ
ット記録方式の記録部２４と、記録部２４によって記録された用紙Ｐを排紙トレイ２１に
排紙する排紙ローラ対と５５、を備えている。
【００３５】
＜給送部１７＞
　図２に示されるように、給紙トレイ２０の上側には、給送部１７が設けられている。給
送部１７は、給紙ローラ２５、給紙アーム２６、及び駆動伝達機構２７を備えている。給
紙ローラ２５は、給紙トレイ２０に接離可能に上下動する給紙アーム２６の端部で軸支さ
れている。給紙ローラ２５は、複数のギアが噛合されてなる駆動伝達機構２７によって、
給紙モータ７６（図８参照）の駆動力が伝達されて回転する。給紙ローラ２５は、給紙ト
レイ２０上の用紙Ｐに圧接して、その状態で回転する。これにより、積載された用紙Ｐが
、以下で説明される搬送路２３へ給送される。
【００３６】
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＜給紙トレイ２０＞
　以下に図２及び図３を用いて、給紙トレイ２０について説明する。給紙トレイ２０は、
用紙Ｐが載置される載置板２２と、載置板２２の左右方向９の両側に設けられる一対のガ
イド板１０１と、回転可能なギア１０２、ガイド板１０１から左右方向９に延びると共に
、ギア１０２と噛合うカムを有したカム部１０３と、排紙トレイ２１と、を備えている。
ガイド板１０１は、載置板２２上に左右方向９の両側に一対として用意され、上方へと立
設した状態で設けられる。ギア１０２は、載置板２２の左右方向９において中央部分に配
置されている。さらにガイド板１０１には、カム部１０３が左右方向９において延びるよ
うにして設けられており、それぞれのカム部１０３は、ギア１０２と噛合うように櫛状の
歯が設けられている。
【００３７】
　ユーザによって、一対のガイド板１０１が左右方向９に操作させられると、一対のカム
部１０３の櫛状の歯が移動すると共に、ギア１０２が回転する。この一対のカム部１０３
の移動と、ギア１０２の回転とが協働することによって、一対のガイド板１０１間の距離
が左右方向９の中央を基準として、左右方向９に沿って、大きくなったり小さくなったり
する。これにより、用紙Ｐの左右方向９の大きさに応じて、一対のガイド板１０１を操作
することで、画像が記録される用紙Ｐが中央位置にセットされる。
【００３８】
　給紙トレイ２０の前側上方には、排紙トレイ２１が配置されている。排紙トレイ２１は
、記録部２４によって記録された用紙Ｐを受ける。
【００３９】
＜搬送路２３＞
　図２に示されるように、搬送路２３は、給紙トレイ２０の後側の端部から上方且つプリ
ンタ部１１の前側へ曲がって、プリンタ部１１の背面側（後側）から正面側（前側）へ延
出されている。さらに、搬送路２３は、搬送ローラ対５４による挟持位置、記録部２４の
下側、及び排紙ローラ対５５による挟持位置を通過して排紙トレイ２１へ通じている。給
紙トレイ２０から給送された用紙Ｐは、搬送路２３により下方から上方へＵターンするよ
うに案内されて記録部２４に至る。用紙Ｐは、記録部２４により画像記録が行われた後、
排紙トレイ２１に排紙される。搬送路２３は、記録部２４などが配設されている箇所以外
は、所定間隔で対向する外側ガイド部材２９及び内側ガイド部材２８によって形成されて
いる。
【００４０】
＜搬送ローラ対５４、及び排紙ローラ対５５＞
　以下、用紙Ｐが、搬送路２３に沿って搬送される向き（図２に破線の矢印で示される向
き）を、搬送向き５として説明が行われる。
【００４１】
　図２に示されるように、記録部２４よりも搬送向き５の上流側には、搬送路２３に対し
て上側に配置された搬送ローラ４７と搬送路２３に対して下側に配置されたピンチローラ
４８とを有する搬送ローラ対５４（本発明の搬送手段の一例）が設けられている。記録部
２４よりも搬送向き５の下流側には、搬送路２３に対して下側に配置された排紙ローラ４
９と搬送路２３に対して上側に配置された拍車５０とを有する排紙ローラ対５５（本発明
の搬送手段の一例）が設けられている。排紙ローラ対５５よりも搬送向き５の下流側には
、排紙トレイ２１が配置されている。つまり、排紙トレイ２１は、記録部２４よりも搬送
向き５の下流側に設けられている。また、排紙ローラ対５５は、搬送路２３における記録
部２４及び排紙トレイ２１の間に設けられている。
【００４２】
　図５に示されるように搬送ローラ４７は、当該搬送ローラ４７の左右方向９の一端に連
結された搬送モータ５９から駆動力が伝達されて回転駆動される。排紙ローラ４９は、搬
送ローラ４７より中間ギア５７及びベルト５８を介して駆動伝達されて回転駆動される。
したがって、排紙ローラ４９の回転駆動は搬送ローラ４７の回転駆動に依存している。
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【００４３】
　そして、搬送ローラ４７が正転駆動（図２における反時計回りに駆動）されることで、
給紙トレイ２０から給送された用紙Ｐは、搬送ローラ対５４により狭持されて、搬送向き
５へ搬送される。排紙ローラ４９が正転駆動（図２における時計回りに駆動）されること
で、記録部２４による画像記録済みの用紙Ｐは、排紙ローラ対５５により狭持されて、搬
送向き５へ搬送される。つまり、用紙Ｐは、排紙ローラ対５５によって、排紙トレイ２１
へ排紙される。
【００４４】
＜ロータリーエンコーダ６８＞
　図２及び図５に示されるように、搬送ローラ４７の一端側には、当該搬送ローラ４７の
回転量を検出するロータリーエンコーダ６８が設けられている。ロータリーエンコーダ６
８は、搬送ローラ４７と同軸に設けられて搬送ローラ４７と共に回転するエンコーダディ
スク５１と光学センサ６０とからなる。エンコーダディスク５１には、その円周方向に一
定間隔で光を透過する透過部と光を透過しない非透過部とが等ピッチで交互に配置された
パターンが形成されている。搬送ローラ４７と共にエンコーダディスク５１が回転すると
、光学センサ６０によってエンコーダディスク５１のパターンが検出される毎にパルス信
号が生成される。パルス信号は制御部９０（図８参照）へと出力される。ロータリーエン
コーダ６８によって、搬送ローラ４７の回転量が検出され、この検出結果に従って搬送ロ
ーラ４７及び排紙ローラ４９の回転駆動が制御される。
【００４５】
＜記録部２４＞
　図２に示されるように、記録部２４は、本実施形態において、いわゆるインクジェット
方式によって用紙Ｐに画像を記録するものであり、下側に記録ヘッド３０を搭載して主走
査方向（図２の紙面に垂直な方向、つまり左右方向９）へ往復移動するキャリッジ３１（
本発明のキャリッジの一例）を備えている。さらに、記録ヘッド３０の下側には、搬送ロ
ーラ対５４によって搬送される用紙Ｐを支持するプラテン３４を備えている。
【００４６】
　図４に示されるように、記録ヘッド３０は、インクタンク４６からインクチューブ３３
を通じて、シアン（Ｃ）、マゼンタ（Ｍ）、イエロー（Ｙ）、ブラック（Ｋ）の各色イン
クが供給される。そして、インクタンク４６には、シアン色のインクが充填されているシ
アンカートリッジ３２Ｃ、マゼンダ色のインクが充填されているマゼンタインクカートリ
ッジ３２Ｍ、イエロー色のインクが充填されているイエローカートリッジ３２Ｙ、ブラッ
ク色のインクが充填されているブラックカートリッジ３２Ｋ、等の各色インクカートリッ
ジ３２が装着されており、各色インクカートリッジ３２からインクタンク４６へとインク
が供給される。
【００４７】
　図２に示されるように、記録ヘッド３０の下面には、各色のインクに対応する複数のノ
ズル３１０が形成されている。一色のノズル３１０は、前後方向８に沿って一列に整列さ
れており、各色インク毎に対応するように、一色のノズル３１０の前後方向８に沿う列が
キャリッジ３１の主走査方向（図２の紙面に垂直な方向、つまり左右方向９）に並べられ
ている。
【００４８】
　記録ヘッド３０は、その下面に設けられたノズル３１０から、各色のインクを微小なイ
ンク滴として吐出する。そして、キャリッジ３１が左右方向９へ往復移動することにより
、記録ヘッド３０が用紙Ｐに対して走査され、プラテン３４上を搬送される用紙Ｐに画像
が記録される。
【００４９】
　図４及び図５に示されるように、記録部２４には、一対の平板上のガイドレール３５、
３６が前後方向８に所定の間隔を空けて配置されており、これら一対のガイドレール３５
、３６は左右方向９に沿って延びている。キャリッジ３１は、これら一対のガイドレール
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３５、３６を跨ぐようにして、ガイドレール３５、３６上を摺動して往復移動される。
【００５０】
　図４に示されるように、ガイドレール３６の上面には、ベルト駆動機構３８が配置され
ている。ベルト駆動機構３８は、ガイドレール３６の左右方向９の一端部に設けられた駆
動プーリ３９と他端部に設けられた従動プーリ４０と、これら各プーリ３９、４０を張架
すると共に内側に歯を備える無端環状のタイミングベルト４１と、を備えている。駆動プ
ーリ３９の軸には、キャリッジモータ７３（図８参照）から駆動力が入力され、駆動プー
リ３９の回転によりタイミングベルト４１が周運動する。タイミングベルト４１は、キャ
リッジ３１に固着されている。したがって、キャリッジ３１の往復移動はタイミングベル
ト４１が周運動によって実現される。
【００５１】
＜リニアエンコーダ６９＞
　図４及び図５に示されるように、ガイドレール３６には、エンコーダストリップ４２が
配置されており、左右方向９に一定間隔で光を透過する透過部と光を透過しない非透過部
とが等ピッチで交互に配置されたパターンが形成されている。そして、キャリッジ３１に
備えられる不図示の光学センサが、エンコーダストリップ４２に形成されるパターンに光
を照射することで、エンコーダストリップ４２のパターンを検出する。そしてパターンが
検出される毎にパルス信号が生成される。パルス信号は制御部９０（図８参照）へと出力
される。これら、エンコーダストリップ４２とキャリッジ３１に備えられる不図示の光学
センサからなるリニアエンコーダ６９によって、キャリッジ３１が往復移動する際の左右
方向９の位置が検出され、この検出結果に従ってキャリッジ３１の主走査方向の移動が制
御される。制御部９０は、キャリッジ３１の主走査方向の位置を、リニアエンコーダ６９
によってカウントされるカウント値を用いて、検出及び決定する。
【００５２】
　なお、本実施形態の複合機１０のリニアエンコーダ６９が有する具体的な分解能は１５
０ｄｐｉであり、０．１７ｍｍである。また、リニアエンコーダ６９の分解能は、１５０
ｄｐｉよりも大きく設定されてもいいし、小さく設定されてもいいことは言うまでも無い
。
【００５３】
＜プラテン３４＞
　図２、図４乃至図７に示されるように、記録ヘッド３０の下側（図４においては、紙面
垂直方向）には、プラテン３４（本発明のプラテンの一例）が配置されている。またプラ
テン３４は、キャリッジ３１の往復移動範囲のうち、搬送される用紙Ｐが通過し得る部分
に配置されていると共に、プラテン３４の左右方向９の大きさは、給紙トレイ２０に載置
可能な最大の用紙Ｐの幅よりも大きく、搬送される用紙Ｐの両端はプラテン３４の上を通
過する。
【００５４】
　以下、図６を用いてプラテン３４について説明する。プラテン３４は前後方向８におい
て、インクが吐出されない非吐出部８０と、複数のノズル３１０の下側（図６において紙
面垂直方向）において対向する被吐出部８５とが備えられており、さらに非吐出部８０と
被吐出部８５とを前後方向８に沿って亘るようにして設けられるリブ８１（本発明の突起
部の一例）と、が備えられている。
【００５５】
　非吐出部８０には、水平面部８２と、前後方向８で前側に行くにつれてノズル３１０か
ら下側に離間（図６の紙面垂直方向）するように傾斜する傾斜面８３と、が備えられてい
る。傾斜面８３の直上には、キャリッジ３１に設けられるメディアセンサ５２（図６にお
いて点線参照）が配置されている。メディアセンサ５２は、傾斜面８３の直上を通過する
と、発光素子によって発光された光が乱反射される。これにより、プラテン３４を搬送さ
れる用紙Ｐと、プラテン３４との受光量がより鮮明になって異なるようになり、正確に用
紙Ｐの両端位置を検出することができる。メディアセンサ５２による用紙Ｐの検出につい
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ては後述する。
【００５６】
　リブ８１の上面は、プラテン３４において、ノズル３１０に対して最も近接している。
したがって、プラテン３４に搬送される用紙Ｐの下面は、リブ８１によって支持される。
またリブ８１は、前後方向８に沿って延出されると共に、左右方向９に沿って所定の間隔
を空けて複数設けられている。
【００５７】
　また、各リブ８１は、プラテン３４の左右方向９における中心線Ｃ（図６の一点鎖線参
照）から、左側へ及び右側への間隔が等間隔となるように設けられている。例えば、リブ
８１Ａとリブ８１Ｂは、それぞれ、左右方向９における中心線Ｃから、左側へ及び右側へ
の間隔がＸ（ｍｍ）となるように設けられている（図６の二点鎖線参照）。そして、中心
線Ｃにおいて左右方向９において等間隔で対向する各リブ８１同士の間隔は、搬送される
定形用紙の左右方向９の幅よりも小さい間隔で設けられている。例えば、リブ８１Ａとリ
ブ８１Ｂとの間隔２Ｘは、定形用紙であるＡ４用紙の左右方向９の幅（図６の二点鎖線参
照）よりも小さい間隔である。
【００５８】
　具体的には、リブ８１Ａとリブ８１Ｂとの間隔２Ｘは、定形用紙であるＡ４用紙の左右
方向９の幅よりも、５．２ｍｍ小さい。したがって、リブ８１ＡからＡ４用紙の左端への
距離及びリブ８１ＢからＡ４用紙の右端への距離は２．６ｍｍに設定されている。これは
、本実施形態の複合機１０は、給送部１７によって給送される用紙Ｐの左右方向９の誤差
が±１．８ｍｍであり、最大誤差の１．８ｍｍに左右方向９に用紙Ｐがずれてしまっても
、リブ８１Ａとリブ８１ＢとがＡ４用紙を支持することが可能である。また、これら具体
的な距離は、任意であり、さらに給送部１７によって給送されるＡ４用紙の左右方向９の
誤差に対して、リブ８１Ａとリブ８１ＢがＡ４用紙を支持することが可能な範囲で適宜変
更可能である。
【００５９】
　さらに、それぞれのリブ８１の左右方向９における位置、及びプラテン３４の左右方向
９における中心線Ｃの位置は、予め制御部９０内のＲＯＭ９２（図８参照）に記憶されて
おり、具体的には、リニアエンコーダ６９によってカウントされるカウント値として記憶
されている。
【００６０】
　被吐出部８５には、平面部８６と、前側へ行くにつれて下側（図６において紙面垂直方
向）へと傾斜する複数の傾斜溝８７と、複数の傾斜溝８７の前側端部と合流し、被吐出部
８５の左右方向９のほぼ全域に亘って延出する横溝８８と、が備えられている。また、被
吐出部８５の下側（図６において紙面垂直方向）には、インク滴を吸収する不図示の吸収
体が配置されており、横溝８８は、吸収体と繋がるように下側（図６において紙面垂直方
向）に貫通している。傾斜溝８７は前後方向８に沿って延出されると共に、左右方向９に
沿って所定の間隔を空けて複数設けられている。
【００６１】
　被吐出部８５に、インク滴が吐出されると、まず平面部８６又は傾斜溝８７にインク滴
が着弾される。平面部８６に着弾されたインク滴は、傾斜溝８７へと移動される。傾斜溝
８７に着弾又は移動されたインク滴は、傾斜溝８７の傾斜に従って、傾斜溝８７の前側端
部と合流する横溝８８に移動される。そして、横溝８８は被吐出部８５の下側（図６にお
いて紙面垂直方向）に配置される吸収体と繋がるようにして貫通しているので、横溝８８
に移動されたインク滴は、横溝８８を通過して、吸収体に吸収される。このようにして、
プラテン３４の被吐出部８５に吐出されたインク滴は、平面部８６、傾斜溝８７、及び横
溝８８に残ることなく、吸収体に吸収される。
【００６２】
＜メディアセンサ５２＞
　図２及び図４に示されるように、キャリッジ３１の後側には、搬送される用紙Ｐの有無
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及び用紙Ｐの左右方向９の両端位置を検出可能な、メディアセンサ５２（本発明の光学手
段の一例）が備えられている。メディアセンサ５２は、発光ダイオードなどの発光素子と
、フォトトランジスタなどの受光素子によって構成されている。発光素子から発せられた
光は、プラテン３４上に搬送された記録媒体に照射される一方、プラテン３４上まで記録
媒体が搬送されていない場合にはプラテン３４に照射される。そして、用紙Ｐ又はプラテ
ン３４に照射された光は反射され、その反射光を受光素子が受光しその受光量に応じた出
力を行う。これにより、メディアセンサ５２と対向する位置に用紙Ｐが存在しているか、
及び用紙Ｐがメディアセンサ５２と対向している時の用紙Ｐの左右方向９の両側端位置を
検出することができる。
【００６３】
　次に、メディアセンサ５２による用紙Ｐの左右方向９の両端位置を検出することについ
て図７を用いて説明する。なお、図７では説明を簡略化するために搬送ローラ対５４及び
排紙ローラ対５５は省略した。
【００６４】
　図７に示されるように、前後方向８においてメディアセンサ５２は、その下側（図７に
おいて紙面垂直方向）において、傾斜面８３と対向するように配置されている。メディア
センサ５２の下側と対向する位置に用紙Ｐが搬送されると、メディアセンサ５２の発光素
子が、傾斜面８３又は用紙Ｐに向けて発光しながらキャリッジ３１が位置Ａ１から位置Ａ
２までの間を移動されることで、メディアセンサ５２の受光素子はプラテン３４の上面及
び用紙Ｐからの反射光を受光する。ここで、プラテン３４の上面を黒色などの反射率の低
い色にしておくことによって、用紙Ｐの反射光による受光素子の受光量と、プラテン３４
の上面からの反射光による受光素子の受光量とが、それぞれ異なる量になる。
【００６５】
　キャリッジ３１が移動されて、メディアセンサ５２が用紙Ｐの一側端Ｔ１を通過すると
、メディアセンサ５２の受光量が、プラテン３４からの反射光による量から用紙Ｐからの
反射光による量へと変動する。キャリッジ３１がさらに移動されて、メディアセンサ５２
が用紙Ｐの他側端Ｔ２を通過すると、メディアセンサ５２の受光量が、用紙Ｐからの反射
光による量からプラテン３４からの反射光による量へと変動する。
【００６６】
　ここで、キャリッジ３１が往復移動する際の左右方向９の位置はリニアエンコーダ６９
によって検出されているので、受光量が変動した位置をリニアエンコーダ６９によって検
出されるキャリッジ３１の位置と対応させて、プラテン３４上を搬送される用紙Ｐの位置
を検出する。このように、メディアセンサ５２の受光素子の受光量の変動によって用紙Ｐ
の両側端位置が検出される。なお、用紙Ｐの両側端位置を決定する際は、リニアエンコー
ダ６９によってカウントされるカウント値によってなされる。また、例えば用紙Ｐの左端
又は右端の位置のみをカウント値で決定しておき、その後、用紙Ｐの左端又は右端の位置
を、先に決定された用紙Ｐの左端または右端の位置から用紙Ｐの左右方向９の長さを増減
して、算出した後に、決定しても良い。
【００６７】
＜シート検知部１１０＞
　図２に示されるように、プリンタ部１１は、搬送路２３を搬送される用紙Ｐを検知する
シート検知部１１０を備えている。シート検知部１１０は、搬送路２３において、搬送ロ
ーラ対５４よりも搬送向き５の上流側に設けられている。シート検知部１１０は、例えば
、検出子１１２Ａ、１１２Ｂを有する回転体１１２と、発光素子（例えば発光ダイオード
）及び当該発光素子から発光された光を受光する受光素子（例えばフォトトランジスタ）
を有するフォトインタラプタ等の光学センサ１１１とにより構成されている。回転体１１
２は、支軸１１３を中心に回転可能に設けられている。検出子１１２Ａは支軸１１３から
搬送路２３に突出している。回転体１１２に外力が加えられていない状態で、検出子１１
２Ｂは、光学センサ１１１の発光素子から受光素子に至る光路に進入して、当該光路を通
る光を遮断している。回転体１１２が用紙Ｐの先端に押されることによって回転すると、
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検出子１１２Ｂは当該光路から外れて、当該光路に光が通る。
【００６８】
＜電気構成＞
　次に図８を参照して、複合機１０の電気構成について説明する。図８は、複合機１０の
制御部９０による電気的構成を示すブロック図である。制御部９０は、複合機１０の全体
動作を制御するものであるが、スキャナ部１２及び、記録部２４の制御についての詳細な
説明は省略する。
【００６９】
　図８に示されるように、制御部９０は、バス９５を介して、ＡＳＩＣ９８に接続されて
いる。ＡＳＩＣ９８には、各部、具体的にはモータ７１、７３、７５を駆動する駆動回路
９６、ロータリーエンコーダ６８、リニアエンコーダ６９、及びメディアセンサ５２が接
続されている。駆動回路９６には、給紙用モータ７１、及びキャリッジモータ７３、及び
搬送用モータ７５を駆動させるための各ドライバが設けられており、給紙用モータ７１、
及びキャリッジモータ７３、及び搬送用モータ７５は上記各ドライバによって独立制御さ
れる。制御部９０は、ＡＳＩＣ９８を介して駆動回路９６を駆動したり、ロータリーエン
コーダ６８、リニアエンコーダ６９、メディアセンサ５２、開閉センサ１９の動作を制御
する。
【００７０】
　制御部９０は、ＣＰＵ９１、ＲＯＭ９２、ＲＡＭ９３、ＥＥＰＲＯＭ９４から構成され
ている。ＣＰＵ９１は、ＲＯＭ９２やＲＡＭ９３に記憶されている所定値やプログラムに
従って、複合機１０が有している各種機能の制御や、ＡＳＩＣ９８と接続された各部を制
御するものである。
【００７１】
　ＲＯＭ９２には、ＣＰＵ９１が複合機１０の各種動作を制御するためのプログラムを格
納している。ＲＯＭ９２には例えば、図９乃至図１３に表されるようなフローチャートで
示す処理を実行するプログラムを含む各種制御プログラムや、それら各種プログラムをＣ
ＰＵ９１上で実行する上で必要なデータ等を格納している。
【００７２】
　ＲＡＭ９３には、ＣＰＵ９１が各種プログラムを実行する際に用いる各種データを一時
的に記憶する記憶領域として用いられる。ＲＡＭ９３には、第１両側端メモリ９３Ａ、第
２両側端メモリ９３Ｂ、第３両側端メモリ９３Ｃ、第１はみ出し領域メモリ９３Ｄ、第２
はみ出し領域メモリ９３Ｅ、画像データメモリ９３Ｆ、及び汚れフラグメモリ９３Ｇの各
種の記憶領域が割り当てられる。
【００７３】
　第１両側端メモリ９３Ａには、用紙Ｐに対してメディアセンサ５２によって現在決定さ
れた左右方向９の両側端位置が記憶される記憶領域である。第２両側端メモリ９３Ｂには
、用紙Ｐに対してメディアセンサ５２によって前回決定された左右方向９の両側端位置が
記憶される記憶領域である。第２両側端メモリ９３Ｂに用紙Ｐの両側端位置が記憶される
際は、用紙Ｐの現在の両側端位置が第１両側端位置メモリ９３Ａに記憶されると、それま
で第１両側端位置メモリ９３Ａに記憶されていた用紙Ｐの両側端位置が第２両側端メモリ
９３Ｂに移動されて記憶される。第３両側端メモリ９３Ｃには、第１両側端メモリ９３Ａ
と第２両側端メモリ９３Ｂとに記憶される用紙Ｐの両側端位置に基づいて算出される用紙
Ｐの推定の両側端位置、具体的には現在検知された用紙Ｐが搬送手段によって０．１イン
チ（本発明の一回の搬送量の一例）だけ１回搬送される場合の推定の左右方向９の両側端
位置、が記憶される。なお、メディアセンサ５２によって両端位置が決定されるのは、５
回の搬送、つまり、０．５インチ搬送（本発明の所定量の一例）された毎に行われる。
【００７４】
　ここで、推定の用紙Ｐの両側端位置の算出について説明する。第１両側端メモリ９３Ａ
にＸ１、第２両側端位置メモリにＸ２が記憶されているとする。Ｘ１、Ｘ２は、メディア
センサ５２によって決定された用紙の両側端位置の左右方向９における座標である。また
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、メディアセンサ５２によって両端位置が決定されるのは、０．５インチ毎に搬送された
場合であり、１回の搬送は０．１インチなので、これら用紙Ｐの両側端位置Ｘ１、Ｘ２に
よって、第３両側端メモリに記憶されるＸ３は、Ｘ１＋０．２×（Ｘ１－Ｘ２）として算
出される。
【００７５】
　第１はみ出し領域メモリ９３Ｄ及び第２はみ出し領域メモリ９３Ｅには、用紙Ｐの縁部
に余白を設けずに画像を記録する縁無し印刷時に、用紙Ｐの両側端から越える（つまり、
左右方向９において用紙外にはみ出す）領域が記憶される記憶領域である。具体的には、
このはみ出し領域は、例えば、用紙Ｐ外でのインク吐出開始位置から用紙の一側端までの
領域、用紙Ｐ外でのインク吐出終了位置から用紙の他側端までの区間の領域であり、この
２つの領域がリニアエンコーダ６９のエンコーダカウント値として記憶される。
【００７６】
　はみ出し領域は、用紙Ｐの両側端毎に設定される共に、設定されたはみ出し領域が第１
はみ出し領域メモリ９３Ｄに記憶される。そして第１はみ出し領域メモリ９３Ｄに記憶さ
れるはみ出し領域に従って、インクが吐出されることで、ふちなし印刷が実現される。は
み出し領域は左右方向９において所定の範囲（縁無し印刷における画質が保証できる範囲
）までで縮小が可能である。本実施形態では、具体的には、はみ出し領域は０．１７ｍｍ
～１．０ｍｍの範囲であって、リニアエンコーダ６９の分解能である０．１７ｍｍずつの
単位で設定が可能である。
【００７７】
　なお、第１はみ出し領域メモリ９３Ｄには、第１両側端メモリ９３Ａに記憶される用紙
Ｐの両側端位置に基づいて設定されるはみ出し領域が記憶され、第２はみ出し領域メモリ
９３Ｅには、第３両側端メモリ９３Ｃに記憶される用紙Ｐの両側端位置に基づいて設定さ
れるはみ出し領域が記憶される。また、第１はみ出し領域メモリ９３Ｄ及び第２はみ出し
領域メモリ９３Ｅに記憶されるはみ出し領域は、はみ出し領域内にリブ８１があるか否か
の判断として使用されるが、具体的には、用紙Ｐ外のインク吐出開始位置から用紙Ｐの左
端までのエンコーダカウント値内に、及び用紙Ｐの右端から用紙Ｐ外のインク吐出終了位
置までのエンコーダカウント値内に、ＲＯＭ９２内に記憶されるリブ８１のエンコーダカ
ウント値が存在するか否かの判断をする。
【００７８】
　画像データメモリ９３Ｆは、キャリッジ３１が走査するとともに記録ヘッド３０がイン
クを吐出する際の画像データが記憶される。この画像データは、１画素当たり８ｂｉｔの
データ（１ｂｙｔｅ）が格納される。８ｂｉｔのデータは、シアン（Ｃ）、マゼンダ（Ｍ
）、イエロー（Ｙ）、ブラック（Ｋ）の各色毎の２ｂｉｔ毎に、吐出せず、第１液滴を吐
出、第１液滴よりも大きい第２液滴を吐出、第２液滴よりも大きい第３液滴を吐出、とい
った情報が格納されている。また、これら８ｂｉｔのデータは、１つのブロック内に、４
つ格納されている。したがって、１つのアドレスを示すブロック内には、３２ｂｉｔのデ
ータ（４ｂｙｔｅ）が格納されており、つまり４画素分のデータが格納されている。そし
て、この１つのブロックが複数個用意されており、複数のブロックが複数のアドレス毎に
管理された状態で記憶されている。
【００７９】
　したがって、用紙Ｐに画像が記録される際は、画像データメモリ９３Ｆに記憶される画
像データにしたがって、具体的には、読み出されるアドレスに格納される１つのブロック
が示す３２ｂｉｔのデータを基にして、キャリッジ３１が走査されると共に、記録ヘッド
３０を駆動して各色のインクが吐出される。縁無し印刷を行う場合は、画像データメモリ
９３Ｆは、用紙Ｐの左右方向９の大きさと、用紙Ｐの各両側端に設定されるはみ出し領域
の左右方向９の大きさとによって構成される画像データが記憶される。はみ出し領域を小
さくしたり、大きくしたりする時は、読み出すアドレスの範囲を小さくしたり、大きくし
たりすることで実現される。
【００８０】
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　汚れフラグメモリ９３Ｇ（本発明の第１記憶手段、第２記憶手段の一例）は、第１情報
（本発明の第１情報の一例）と、第２情報とが選択的に記憶される。例えば、プラテン３
４のリブ８１が汚れる可能性があると判断された場合に、第１情報を記憶する。まリブ８
１が汚れる可能性が無いと判断された場合には第２情報を記憶する。本実施形態において
は汚れフラグメモリ９３Ｇに第１情報が記憶されることを、汚れフラグメモリ９３ＧにＯ
Ｎが記憶されることとする。ここで、プラテン３４のリブ８１が汚れた可能性があるとき
とは、後述する本実施形態において、最小のはみ出し領域Ｄ０内に、プラテン３４のリブ
８１が含まれるときである。
【００８１】
　ＥＥＰＲＯＭ９４には、電源オフ後も保持すべき設定やフラグ等が格納される。
【００８２】
＜実施形態の動作＞
　次に本実施形態の複合機１０による縁無し印刷の動作について、図９乃至図１３を用い
て説明する。縁無し印刷とは、用紙Ｐの縁部に余白を設けずに画像を記録することを指し
、この場合のインク吐出領域は、用紙Ｐの左右方向９の大きさと、用紙Ｐの左右方向９の
大きさからはみ出るはみ出し領域とから構成される。本実施形態の複合機１０は、はみ出
し領域にリブ８１が含まれる場合について、各種制御を行うものである。
【００８３】
　はみ出し領域とは、上述したように、用紙Ｐ外のインク吐出開始位置から用紙Ｐの左端
までのエンコーダのカウント値、及び用紙Ｐの右端から用紙Ｐ外のインク吐出終了位置ま
でのエンコーダのカウント値である。
【００８４】
＜図１２、図１３のＳ５５、Ｓ７０においてＮＯと判断される時＞
＜＜定形用紙Ｐ１を用いる時＞＞
　以下に、定形用紙（以下用紙Ｐ１と称する）が斜行せずに縁無し印刷されるときについ
て、図９乃至図１３及び図１４（Ａ）を用いて説明する。なお、斜行とは図１３及び図１
４のＳ５５、Ｓ７０においてＮＯと判断される場合のことを示す。用紙Ｐの斜行とは具体
的に、第１両側端メモリ９３Ａに記憶される用紙Ｐの両側端位置と、第２両側端メモリ９
３Ｂに記憶される用紙Ｐの両側端位置とが、リニアエンコーダ６９の分解能（０．１７ｍ
ｍ）よりも大きい場合を示す。また、定形用紙とは、複合機１０内に予め記憶されている
用紙のことを示す。また、図１４（Ａ）は、斜行していない用紙Ｐ１に縁無し印刷を行う
際の、用紙Ｐ１、リブ８１、及びはみ出し領域の相対位置を示した図である。
【００８５】
　図９に示されるように、まず、外部に接続されたＰＣや、操作パネル１６を操作するこ
とによって、縁無し印刷処理が開始されると、制御部９０は、ＲＡＭの各メモリ９３Ａ乃
至９３Ｅを初期化する（ステップ１、以下ステップをＳと省略する。）。そして、制御部
９０が給紙用モータ７１を駆動して、給送部１７によって給紙トレイ２０に載置される用
紙Ｐ１を記録部２４に向かって給送する（Ｓ２）と共に、用紙Ｐ１がメディアセンサ５２
によって検知可能な位置である頭出し位置まで、給送する頭出しが行われる（Ｓ３）。具
体的には、図７に示されるように、用紙Ｐ１の前端が、記録ヘッド３０と対向する位置ま
で給送される。頭出し位置まで用紙が給送されると、メディアセンサ５２によってプラテ
ン３４上での用紙の有無の検知を行う（Ｓ４）。なお、この用紙の有無の検知は、頭出し
位置に用紙Ｐ１が給送される前に、メディアセンサ５２が給送される用紙Ｐ１が通過し得
る位置に存在するように、キャリッジ３１を前もって走査させておく。メディアセンサ５
２による検知で制御部９０によって、用紙Ｐ１が無いと判断されると（Ｓ５においてＮＯ
）、表示部１８にエラーの表示（Ｓ１６）を行い、当該縁無し印刷を終了する。
【００８６】
　制御部９０によって、用紙Ｐ１が有ると判断されると（Ｓ５においてＹＥＳ）、制御部
９０は、頭出し位置における用紙Ｐ１の左右方向９の両側端を横切るようにして、キャリ
ッジ３１を走査させるとともに、メディアセンサ５２を制御して用紙Ｐ１の両側端位置の
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決定を行う用紙両側端決定を行う（Ｓ６、本発明の両端決定手段の一例である）。このと
き、決定された用紙の両側端位置は、第１両側端メモリ９３Ａに記憶される。次に、頭出
し位置における用紙Ｐ１の左右方向９の中心位置を特定する（Ｓ７）。
【００８７】
　そして制御部９０は、用紙Ｐ１にインクを吐出する際のインクの吐出開始位置と、イン
クの吐出終了位置との中心を、特定された用紙Ｐ１の中心位置に合わせる（Ｓ８）。これ
により、インクの吐出開始位置と、インクの吐出終了位置が決定される。その後、制御部
９０は、決定された用紙Ｐ１の両側端位置に基づいて、左右方向９の最大のはみ出し領域
Ｄ（本発明の第１領域、第２領域の一例）を設定し、第１はみ出し領域メモリ９３Ｄに記
憶する（Ｓ９、本発明の第１領域設定手段、第２領域設定手段の一例）。なお、最大のは
み出し領域Ｄは、用紙Ｐの左右方向９において両側端側にそれぞれ１ｍｍ確保される。
【００８８】
　次に、制御部９０は、印刷前のはみ出し領域設定処理（Ｓ１０）に移行する。はみ出し
領域設定処理が開始されると、まず、制御部９０は、第１はみ出し領域メモリ９３Ｄに記
憶された左側の最大のはみ出し領域Ｄ（本発明の第１領域の一例）内にリブ８１があるか
否かの判断をする（Ｓ２０、本発明の第１判断手段の一例）。具体的には、用紙Ｐ１外の
インク吐出開始位置から用紙Ｐ１の左端までのエンコーダカウント値内に、ＲＯＭ９２内
に記憶されるリブ８１のエンコーダカウント値が存在するか否かの判断をする。本実施形
態においては、図１４（Ａ）に示されるように、制御部９０は設定された左側の最大のは
み出し領域Ｄ（点線で囲まれた領域）内にはリブが存在しないと判断する（Ｓ２１におい
てＮＯ）。
【００８９】
　次に、制御部９０は、第１はみ出し領域メモリ９３Ｄに記憶された右側の最大のはみ出
し領域Ｄ（本発明の第２領域の一例）内にリブ８１があるか否かの判断をする（Ｓ２４、
本発明の第２領判断手段の一例）。具体的には、用紙の右端から用紙Ｐ１外のインク吐出
終了位置までのエンコーダカウント値内に、ＲＯＭ９２内に記憶されるリブ８１のエンコ
ーダカウント値が存在するか否かの判断をする。本実施形態においては、図１４（Ａ）に
示されるように、制御部９０は設定された右側の最大のはみ出し領域Ｄ（点線で囲まれた
領域）内にはリブが存在しないと判断する（Ｓ２４においてＮＯ）。
【００９０】
　そして制御部９０は、第１はみ出し領域メモリ９３Ｄに記憶される両側の最大のはみ出
し領域Ｄより、インク吐出開始位置及びインク吐出終了位置を決定する（Ｓ２９）。次に
、決定されたインクの吐出開始位置からインクの吐出終了位置までの距離分をインクを吐
出するように、制御部９０が、画像データメモリ９３Ｆに記憶される画像データを読み出
すアドレスの範囲を指定する（Ｓ３０）。次に、印刷中処理（Ｓ１５、図１１参照）に移
行する。なお、Ｓ２９と、Ｓ３０とが本発明の吐出領域設定手段の一例である。
【００９１】
　図１１に示されるように、印刷中処理が開始されると、まず制御部９０は、Ｓ２９で決
定されたインク吐出開始位置とインク吐出終了位置、及びＳ３０で指定された画像データ
を読み出す際のアドレスの範囲に従って、キャリッジ３１を走査させると共に、記録ヘッ
ド３０からインクを吐出させる（Ｓ４０、本発明の制御手段の一例である）。次に、制御
部９０は、前回の用紙両側端決定から一定距離（具体的には０．５インチ）以上搬送して
いないか否かの判断をする（Ｓ４１）。制御部９０によって一定距離以上搬送されていな
いと判断されたら（Ｓ４１においてＹＥＳ）、制御部９０は搬送ローラ対５４及び排紙ロ
ーラ対５５を駆動して、用紙Ｐ１を搬送（Ｓ４３）し、制御部９０によって用紙１枚分の
印刷が終了していないと判断される場合は（Ｓ４４においてＮＯ）、再びＳ４０に戻る。
このとき、搬送ローラ対５４及び排紙ローラ対５５による用紙の搬送量は、一定距離（０
．５インチ）よりも小さく例えば、０．１インチである。Ｓ４０、Ｓ４１、Ｓ４３、及び
Ｓ４４の処理が繰り返され、制御部９０が、用紙の両側端決定から一定距離以上搬送され
たと判断すると（Ｓ４１においてＮＯ）、印刷中の用紙の両側端決定を行う印刷中の用紙
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両側端決定処理を開始する（Ｓ４２、図１２及び図１３参照）。
【００９２】
　図１２に示されるように、印刷中の用紙両側端決定処理が開始されると、制御部９０は
、メディアセンサ５２によって印刷中の用紙両側端決定を行うとともに、決定された用紙
両側端位置を第１両側端メモリ９３Ａに記憶する（Ｓ５０）。このとき、制御部９０によ
って、第１両側端メモリ９３Ａに記憶されていた前回の決定時の用紙の両側端位置は、第
２両側端メモリ９３Ｂに移動され、記憶される。そして、Ｓ５０において決定された用紙
の両側端位置に基づいて、制御部９０によって最大の両側のはみ出し領域Ｄが設定される
（Ｓ５１）。
【００９３】
　制御部９０は、第１両側端メモリ９３Ａと第２両側端メモリ９３Ｂに記憶される前回と
今回との用紙の両側端位置から、用紙の斜行の傾向を特定する（Ｓ５２）。その後、制御
部９０は、特定された用紙の斜行の傾向から、現在決定された用紙Ｐ１の位置から０．１
インチだけ搬送された場合の、用紙Ｐ１の推定の両側端位置を算出し、算出された推定の
両側端位置を第３両側端メモリに９３Ｃに記憶させる（Ｓ５３）。そして、第３両側端メ
モリ９３Ｃに記憶される推定の両側端位置に基づいて、推定の両側の最大のはみ出し領域
Ｄを設定し、第２はみ出し領域メモリ９３Ｅに記憶させる（Ｓ５４）。推定の両側の最大
のはみ出し領域Ｄは、具体的には、推定のインク吐出開始位置から推定の用紙Ｐ１の右端
までのエンコーダカウント値、及び推定の用紙Ｐ１の左端から推定のインク吐出終了位置
までのエンコーダカウント値である。
【００９４】
　さらに、制御部９０は第２両側端メモリ９３Ｂに記憶される今回決定された用紙Ｐ１の
左端位置と、第３両側端メモリ９３Ｃに記憶される推定の用紙Ｐ１の左端位置と、がずれ
るか否かを判断する（Ｓ５５）。
【００９５】
　なお、用紙Ｐ１が、給紙トレイ２０の一対のガイド板１０１を定型用紙の左右方向９の
長さと同じ間隔となるよう正しく操作された状態で載置されて給送されると、用紙Ｐ１は
、斜行せずに記録部２４に給送される。よって、用紙Ｐ１は給紙トレイ２０からの給送時
及び記録部２４での搬送時においても、斜行しないので、第２両側端メモリ９３Ｂと第３
両側端メモリ９３Ｃとに記憶される用紙Ｐ１の両側端位置は一致しており（リニアエンコ
ーダ６９の分解能以下内で左右方向９にずれている場合についても両側端は一致している
とする）、制御部９０は、Ｓ５５においてはＮＯと判断する。制御部９０が、Ｓ５７にお
いてＮＯと判断すると、制御部９０は、前回決定した際に、第１はみ出し領域メモリ９３
Ｄに記憶された最大の左側のはみ出し領域Ｄをそのまま使用する（Ｓ６３）。
【００９６】
　次に、図１３に示されるように、制御部９０は第２両側端メモリ９３Ｂに記憶される今
回決定された用紙Ｐ１の右端位置と、第３両側端メモリ９３Ｃとに記憶される推定の用紙
Ｐ１の右端位置と、がずれるか否かを判断する（Ｓ７０）。
【００９７】
　なお、本実施形態１においては、用紙Ｐ１は給紙トレイ２０からの給送時及び記録部２
４での搬送時においても、斜行しないので、第２両側端メモリ９３Ｂと第３両側端メモリ
９３Ｃとに記憶される用紙Ｐ１の両側端位置は一致しており、（リニアエンコーダ６９の
分解能以下内で左右方向９にずれている場合についても両側端は一致しているとする）、
制御部９０は、Ｓ５５においてはＮＯと判断する。制御部９０が、Ｓ７０においてＮＯと
判断すると、制御部９０は、前回決定した際に、第１はみ出し領域メモリ９３Ｄに記憶さ
れた最大の右側のはみ出し領域Ｄを使用する（Ｓ７８）。
【００９８】
　そして制御部９０は、第１はみ出し領域メモリに記憶される両側の最大のはみ出し領域
Ｄより、インク吐出開始位置及びインク吐出終了位置を決定する（Ｓ７８）。次に、決定
されたインクの吐出開始位置からインクの吐出終了位置までの距離分をインクを吐出する
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ように、制御部９０が、画像データメモリ９３Ｆに記憶される画像データを読み出すアド
レスの範囲を指定する（Ｓ７９）し、印刷中の用紙両側端決定処理が終了する。
【００９９】
　印刷中の用紙両側端決定処理が終了すると、用紙Ｐ１を搬送する（Ｓ４３）。用紙１枚
分の印刷が終了していない場合は（Ｓ４４においてＮＯ）、Ｓ７８で決定されたインク吐
出開始位置とインク吐出終了位置、及びＳ７９で指定された画像データを読み出す際のア
ドレスの範囲に従って、制御部９０がキャリッジ３１を走査させると共に、記録ヘッド３
０からインクを吐出させる（Ｓ４０）。そして、用紙１枚分の印刷が終了するまで、上述
したＳ４０乃至Ｓ４４のうち任意の処理を繰り返し、制御部９０によって用紙１枚分の印
刷が終了したと判断されたら（Ｓ４４においてＹＥＳ）、制御部９０は、排紙トレイ２１
上に用紙を排紙し（Ｓ４５）、印刷中処理を終了し、図９に示されるフローチャートのＳ
１２に進む。
【０１００】
　Ｓ１２においては、制御部９０は、汚れフラグメモリ９３ＧにＯＮが記憶されているか
否かを判断する。制御部９０が、汚れフラグメモリ９３ＧにＯＮが記憶されていないと判
断すると（Ｓ１２においてＮＯ）、次に、制御部９０は、次頁の印刷が有るか否かを判断
する（Ｓ１５）。制御部９０が、次頁の印刷が有ると判断したら（Ｓ２０においてＮＯ）
、再びＳ１に戻り、次頁の用紙Ｐに対する縁無し印刷処理が開始される。制御部９０が、
次頁の印刷が無いと判断したら（Ｓ１５においてＹＥＳ）、縁無し印刷処理を終了する。
【０１０１】
＜＜定形外用紙Ｐ２を用いる時＞＞
　以下に、定形外用紙（以下用紙Ｐ２と称する）が斜行せずにふちなし印刷されるときに
ついて、図９乃至図１３及び図１４（Ｂ）を用いて説明する。また、定形外用紙とは、複
合機１０内に予め記憶されていない用紙のことを示す。また、図１４（Ｂ）は、斜行して
いない用紙Ｐ２に縁無し印刷を行う際の、用紙Ｐ２、リブ８１、及びはみ出し領域の相対
位置を示した図である。
【０１０２】
　図９に示されるように、外部に接続されたＰＣや、操作パネル１６を操作することによ
って、縁無し印刷処理が開始されると、制御部９０は、ＲＡＭの各メモリ９３Ａ乃至９３
Ｅを初期化する（Ｓ１）。Ｓ１乃至Ｓ９の処理は、上述した定形用紙Ｐ１が斜行せずに縁
無し印刷される場合と同様であるので省略する。
【０１０３】
　Ｓ９の処理が終了すると、次に制御部９０は、印刷前のはみ出し領域設定処理（Ｓ１０
）に移行する。はみ出し領域設定処理が開始されると、まず、制御部９０は、第１はみ出
し領域メモリ９３Ｄに記憶された左側の最大のはみ出し領域Ｄ内にリブ８１があるか否か
の判断をする（Ｓ２０）。図１４（Ｂ）に示されるような用紙Ｐ２が給送されると、点線
で囲まれた左側の最大のはみ出し領域Ｄに、リブ８１が存在している。したがって、当該
用紙Ｐ２をふちなし印刷する時は、第１はみ出し領域メモリ９３Ｄに記憶される左側の最
大のはみ出し領域Ｄに基づいて、制御部９０は、左側の最大のはみ出し領域Ｄにリブ８１
が有ると判断する（Ｓ２０においてＹＥＳ）。なお、左側の最大のはみ出し領域Ｄは、用
紙Ｐの左右方向９において左側に１ｍｍ確保される。
【０１０４】
　次に、左側の最小のはみ出し領域Ｄ０内（本発明の第５領域の一例である）より、制御
部９０は、左側の最小のはみ出し領域Ｄ０にリブ８１があるか否かの判断をする（Ｓ２１
）。縁無し印刷の画質を十分保証するために、通常は、左側の最大のはみ出し領域Ｄとし
てその左右方向９の大きさは１ｍｍに設定されるが、画質が保証できるのであれば、はみ
出し領域Ｄを０．１７ｍｍ（最小のはみ出し領域Ｄ０）にまで削減することが可能である
。なお、図１４（Ｂ）に示されるように、一点鎖線で囲まれた領域Ｄ０が最小のはみ出し
領域である。用紙Ｐ２が給送された場合は、図１４（Ｂ）に示されるように、左側の最小
のはみ出し領域Ｄ０にリブ８１が存在しない。したがって、第１はみ出し領域メモリ９３
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Ｄに記憶される左側の最大のはみ出し領域Ｄから設定される左側の最小のはみ出し領域Ｄ
０おいてＮＯ）。
【０１０５】
　左側の最小のはみ出し領域Ｄ０にリブ８１が無いと判断されると（Ｓ２１においてＮＯ
）、制御部９０は、左側のはみ出し領域がリブ８１を回避できる領域Ｄ１（本発明の第３
領域の一例）まで、用紙Ｐ２の左端に最隣接するリブ８１が回避できる左側のはみ出し領
域Ｄ１を再設定し、再設定された右側のはみ出し領域Ｄ１を第１はみ出し領域メモリ９３
Ｄに記憶させる（Ｓ２３、本発明の第３領域設定手段の一例である）。具体的には、リブ
８１を回避できる左側のはみ出し領域Ｄ１、つまりインク吐出開始位置のエンコーダカウ
ント値は、用紙Ｐ２の左端から、さらに左側に０．１７ｍｍ以上から１．０ｍｍよりも小
さい値の間の位置で設定される。また、リブを回避できるはみ出し領域Ｄ１は、リニアエ
ンコーダ６９の分解能の単位（具体的には１５０ｄｐｉ、０．１７ｍｍ、本発明の第５距
離の一例）毎で設定可能である。なお、図１４（Ｂ）において、実線で囲まれた領域が再
設定されたリブ８１を回避できるはみ出し領域Ｄ１である。また、リブ８１回避できる左
側のはみ出し領域Ｄ１は、リニアエンコーダ６９の分解能の単位毎の最大値で設定される
。
【０１０６】
　次に、制御部９０は、第１はみ出し領域メモリ９３Ｄに記憶された右側の最大のはみ出
し領域Ｄ内にリブ８１があるか否かの判断をする（Ｓ２４）。図１４（Ｂ）に示されるよ
うな用紙Ｐ２が給送されると、点線で囲まれた右側の最大のはみ出し領域Ｄに、リブ８１
が存在している。したがって、当該用紙Ｐ２をふちなし印刷する時は、第１はみ出し領域
メモリ９３Ｄに記憶される最大の右側のはみ出し領域Ｄに基づいて、制御部９０は、右側
の最大のはみ出し領域Ｄにリブ８１が有ると判断する（Ｓ２４においてＹＥＳ）。なお、
右側の最大のはみ出し領域Ｄは、用紙Ｐの左右方向９において右側に１ｍｍ程度確保され
る。
【０１０７】
　次に、右側の最小のはみ出し領域Ｄ０（本発明の第５領域の一例である）内にリブが有
るか否かの判断をする（Ｓ２５）。縁無し印刷の画質を十分保証するために、通常は、右
側の最大のはみ出し領域Ｄとしてその左右方向９の大きさは１ｍｍに設定されるが、画質
が保証できるのであれば、はみ出し領域Ｄを０．１７ｍｍ（最小のはみ出し領域Ｄ０）に
まで削減することが可能である。なお、図１４（Ｂ）に示されるように、一点鎖線で囲ま
れた領域Ｄ０が最小のはみ出し領域である。用紙Ｐ２が給送された場合は、図１４（Ｂ）
に示されるように、右側の最小のはみ出し領域Ｄ０にリブ８１が存在しない。したがって
、第１はみ出し領域メモリ９３Ｄに記憶される右側の最大のはみ出し領域から設定される
右側の最小のはみ出し領域Ｄ０より、制御部９０は、右側の最小のはみ出し領域Ｄ０にリ
ブ８１が無いと判断する（Ｓ２５においてＮＯ）。
【０１０８】
　右側の最小のはみ出し領域Ｄ０にリブ８１が無いと判断されると（Ｓ２５においてＮＯ
）、制御部９０は、右側のはみ出し最隣接するリブ８１が回避できる右側のはみ出し領域
Ｄ１を再設定し、再設定された右側のはみ出し領域Ｄ１を第１はみ出し領域メモリ９３Ｄ
に記憶させる（Ｓ２７、本発明の第４領域設定手段の一例である）。具体的には、リブ８
１を回避できる右側のはみ出し領域Ｄ１、つまりインク吐出終了位置のエンコーダカウン
ト値は、用紙Ｐ２の右端から、さらに右側に０．１７ｍｍ以上から１．０ｍｍよりも小さ
い値の間の位置で設定される。なお、図１４（Ｂ）において、実線で囲まれた領域が再設
定されたリブ８１を回避できるはみ出し領域Ｄ１である。また、リブ８１回避できる右側
のはみ出し領域Ｄ１は、リニアエンコーダ６９の分解能の単位毎の最大値で設定される。
【０１０９】
　そして制御部９０は、第１はみ出し領域メモリ９３Ｄに記憶される再設定されたリブ８
１を回避できる両側のはみ出し領域Ｄ１より、インク吐出開始位置及びインク吐出終了位
置を決定する（Ｓ２９）。次に、決定されたインクの吐出開始位置からインクの吐出終了
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位置までの距離分をインクを吐出するように、制御部９０が、画像データメモリ９３Ｆに
記憶される画像データを読み出すアドレスの範囲を指定する（Ｓ３０）。次に、印刷中処
理（Ｓ１１、図１１参照）に移行する。
【０１１０】
　印刷中処理（Ｓ１１）、及び、印刷処理中の印刷中の用紙両側端決定処理（Ｓ４２）、
図１２のフローチャートで示されるＳ５０乃至Ｓ５５、及びＳ６３、又は、図１３のフロ
ーチャートで示されるＳ７０、及びＳ７７乃至Ｓ７９は上述した用紙Ｐ１が斜行せずにふ
ちなし印刷される場合と同様であるので、省略する。
【０１１１】
　また、印刷中処理（Ｓ１１）が終了し、図９のフローチャートに示されるＳ１２、及び
Ｓ１５の処理についても、上述した用紙Ｐ１が斜行せずに縁無し印刷される場合と同様で
あるので、省略する。
【０１１２】
＜＜定形外用紙Ｐ３を用いる場合＞＞
　以下に、定形外用紙（以下用紙Ｐ３と称する）が斜行せずにリブが汚れて縁無し印刷さ
れるときについて、図９乃至図１３及び図１４（Ｃ）を用いて説明する。また、図１４（
Ｃ）は、斜行していない用紙Ｐ３に縁無し印刷を行う際の、用紙Ｐ３、リブ８１、及びは
み出し領域の相対位置を示した図である。
【０１１３】
　図９に示されるように、外部に接続されたＰＣや、操作パネル１６を操作することによ
って、縁無し印刷処理が開始されると、制御部９０は、ＲＡＭの各メモリ９３Ａ乃至９３
Ｅを初期化する（Ｓ１）。Ｓ１乃至Ｓ９の処理は、上述した用紙Ｐ１が斜行せずに縁無し
印刷される場合と同様であるので省略する。
【０１１４】
　Ｓ９の処理が終了すると、次に制御部９０は、印刷前のはみ出し領域設定処理（Ｓ１０
）に移行する。はみ出し領域設定処理が開始されると、まず、制御部９０は、第１はみ出
し領域メモリ９３Ｄに記憶された左側の最大のはみ出し領域Ｄ内にリブ８１があるか否か
の判断をする（Ｓ２０）。図１４（Ｃ）に示されるような用紙Ｐ３が給送されると、点線
で囲まれた左側の最大のはみ出し領域Ｄに、リブ８１が存在している。したがって、当該
用紙Ｐ３をふちなし印刷する時は、第１はみ出し領域メモリ９３Ｄに記憶される左側の最
大のはみ出し領域Ｄに基づいて、制御部９０は、左側の最大のはみ出し領域Ｄにリブ８１
が有ると判断する（Ｓ２０においてＹＥＳ）。なお、左側の最大のはみ出し領域Ｄは、用
紙Ｐ３の左右方向９において左側に１ｍｍ確保される。
【０１１５】
　Ｓ２０においてＹＥＳと判断すると、次に制御部９０は、左側の最小のはみ出し領域Ｄ
０内にリブが有るか否かの判断をする（Ｓ２１、本発明の第３判断手段の一例）。なお、
図１４（Ｃ）に示されるように、一点鎖線で囲まれた領域Ｄ０が最小のはみ出し領域Ｄ０
であり、最小のはみ出し領域Ｄ０は、用紙Ｐ３の左右方向９において左側に０．１７ｍｍ
確保される。用紙Ｐ３が給送された場合は、図１４（Ｃ）に示されるように、最小のはみ
出し領域Ｄ０にリブ８１が存在する。したがって、第１はみ出し領域メモリ９３Ｄに記憶
される左側の最大のはみ出し領域Ｄから設定される左側の最小のはみ出し領域Ｄ０より、
制御部９０は、左側の最小のはみ出し領域Ｄ０にリブ８１が有ると判断する（Ｓ２１にお
いてＹＥＳ）。
【０１１６】
　この場合、リブ８１上にインクが吐出されることになるので、制御部９０は、汚れフラ
グメモリ９３ＧにＯＮを記憶させる（Ｓ２２）。
【０１１７】
　Ｓ２４の処理が終了すると、制御部９０は、第１はみ出し領域メモリ９３Ｄに記憶され
た右側の最大のはみ出し領域Ｄ内にリブ８１があるか否かの判断をする（Ｓ２４）。図１
４（Ｃ）に示されるような用紙Ｐ３が給送されると、点線で囲まれた右側の最大のはみ出
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し領域Ｄに、リブ８１が存在している。したがって、当該用紙Ｐ３をふちなし印刷する時
は、第１はみ出し領域メモリ９３Ｄに記憶される右側の最大のはみ出し領域Ｄに基づいて
、制御部９０は、右側の最大のはみ出し領域Ｄにリブ８１が有ると判断する（Ｓ２４にお
いてＹＥＳ）。なお、右側の最大のはみ出し領域Ｄは、用紙Ｐ３の左右方向９において左
側に１ｍｍ確保される。
【０１１８】
　次に制御部９０は、右側の最小のはみ出し領域Ｄ０内にリブが有るか否かの判断をする
（Ｓ２５、本発明の第４判断手段の一例）。なお、図１４（Ｃ）に示されるように、一点
鎖線で囲まれた領域Ｄ０が最小のはみ出し領域Ｄ０であり、最小のはみ出し領域Ｄ０は、
用紙Ｐ３の左右方向９において右側に０．１７ｍｍ確保される。用紙Ｐ３が給送された場
合は、図１４（Ｃ）に示されるように、最小のはみ出し領域Ｄ０にリブ８１が存在する。
したがって、第１はみ出し領域メモリ９３Ｄに記憶される右側の最大のはみ出し領域Ｄか
ら設定される右側の最小のはみ出し領域Ｄ０より、制御部９０は、右側の最小のはみ出し
領域Ｄ０にリブ８１が有ると判断する（Ｓ２５においてＹＥＳ）。
【０１１９】
　次に、制御部９０は、汚れフラグメモリ９３ＧにＯＦＦが記憶されているか否かを判断
し（Ｓ２６）、既に汚れフラグメモリ９３ＧはＳ２２においてＯＮが記憶されているので
、Ｓ２６においてはＮＯと判断する。一方で、例えば、左側の最小のはみ出し領域Ｄ０内
にはリブ８１が存在せず、右側の最小のはみ出し領域Ｄ０内にリブ８１が存在するような
場合は、汚れフラグメモリ９３ＧにはＯＦＦが記憶されているので（Ｓ２６においてＹＥ
Ｓ）、汚れフラグメモリ９３ＧにＯＮを記憶させる（Ｓ２８）。
【０１２０】
　そして制御部９０は、第１はみ出し領域メモリ９３Ｄに記憶される両側の最大のはみ出
し領域Ｄよりインク吐出開始位置及びインク吐出終了位置を決定する（Ｓ２９）。なお、
このときの両側のはみ出し領域は、最小のはみ出し領域Ｄ０でなく、最大のはみ出し領域
Ｄが選択される。次に、決定されたインクの吐出開始位置からインクの吐出終了位置まで
の距離分をインクを吐出するように、制御部９０が、画像データメモリ９３Ｆに記憶され
る画像データを読み出すアドレスの範囲を指定する（Ｓ３０）。次に、印刷中処理（Ｓ１
１、図１１参照）に移行する。
【０１２１】
　印刷中処理（Ｓ１１）、及び、印刷処理中の印刷中の用紙両側端決定処理（Ｓ４２）、
図１２のフローチャートで示されるＳ５０乃至Ｓ５５、及びＳ６３、又は、図１３のフロ
ーチャートで示されるＳ７０、及びＳ７７乃至Ｓ７９は上述した用紙Ｐ１が斜行せずにふ
ちなし印刷される場合と同様であるので、省略する。
【０１２２】
　印刷中処理（Ｓ１１）が終了すると、次にＳ１２に進む。汚れフラグメモリ９３にＯＮ
が記憶されているので（Ｓ１２においてＹＥＳ）、制御部９０は、表示部１８にリブ８１
が汚れている可能性がある旨と、清掃を要求する旨を表示させる（Ｓ１３）。その後、制
御部９０は、開閉センサ１９によってカバー１２が開かれたことを検知されない間は（Ｓ
１４においてＮＯ）、制御部９０は、表示部１８に対する表示を続け、カバー１２が開か
れたことを検知されたら（Ｓ１３においてＹＥＳ）、表示部１８に対する表示を停止し、
次に、制御部９０は、次頁の印刷が有るか否かを判断する（Ｓ１５）。制御部９０が、次
頁の印刷があると判断したら（Ｓ１５においてＮＯ）、再びＳ１に戻り、次頁の用紙Ｐに
対する縁無し印刷処理が開始される。制御部９０が、次頁の印刷が無いと判断したら（Ｓ
１５においてＹＥＳ）、縁無し印刷処理を終了する。
【０１２３】
＜図１２、図１３のＳ５５、Ｓ７０においてＹＥＳと判断される時＞
＜＜定形外用紙Ｐ２を用いる場合＞＞
　以下に、用紙Ｐ２が斜行した状態で印刷されるときについて、図９乃至図１３及び図１
５を用いて説明する。なお、用紙Ｐの斜行とは具体的に、第１両側端メモリ９３Ａに記憶
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される用紙Ｐの両側端位置と、第２両側端メモリ９３Ｂに記憶される用紙Ｐの両側端位置
とが、リニアエンコーダ６９の分解能（０．１７ｍｍ）よりも大きい場合を示す。図１５
は、斜行した用紙Ｐ２に縁無し印刷を行う際の、用紙Ｐ２、リブ８１、及びはみ出し領域
の相対位置を示した図である。図１５（Ａ）は、最初の用紙両側端決定がされた後の用紙
Ｐ２の位置を示す図である。図１５（Ｂ）は、図１５（Ａ）の位置にある用紙Ｐ２が搬送
され、次に用紙両側端決定する時の用紙Ｐ２の位置を示す図である。図１５（Ｃ）は、図
１５（Ａ）と図１５（Ｂ）とに示される時の用紙の位置から推定される、図１５（Ｂ）の
位置から一回搬送された時（０．１インチ搬送された時）の用紙Ｐ２の位置を示す図であ
る。
【０１２４】
　図９に示されるように、外部に接続されたＰＣや、操作パネル１６を操作することによ
って、縁無し印刷処理が開始されると、制御部９０は、ＲＡＭの各メモリ９３Ａ乃至９３
Ｅを初期化する（Ｓ１）。Ｓ１乃至Ｓ９の処理は、上述した内容と同様であるので省略す
る。Ｓ９の処理が終了すると、次に制御部９０は、印刷前のはみ出し領域設定処理（Ｓ１
０）に移行する。はみ出し領域設定処理が開始されると、まず、制御部９０は、第１はみ
出し領域メモリ９３Ｄに記憶された左側の最大のはみ出し領域Ｄ内にリブ８１があるか否
かの判断をする（Ｓ２０）。図１５（Ａ）に示されるような用紙Ｐ２が斜行した状態で給
送されると、点線で囲まれた左側の最大のはみ出し領域Ｄに、リブ８１が存在している。
したがって、当該用紙Ｐ２を縁無し印刷する時は、第１はみ出し領域メモリ９３Ｄに記憶
される左側の最大のはみ出し領域Ｄに基づいて、制御部９０は、最大のはみ出し領域Ｄに
リブ８１が有ると判断する（Ｓ２０においてＹＥＳ）。なお、左側の最大のはみ出し領域
Ｄは、用紙Ｐ３の左右方向９において左側に１ｍｍ確保される。
【０１２５】
　次に、左側の最小のはみ出し領域Ｄ０（図１５において一点鎖線で囲まれた領域）内に
リブが有るか否かの判断をする（Ｓ２１）。用紙Ｐ２が斜行した状態で給送された場合は
、図１５（Ａ）に示されるように、用紙Ｐ１の左側の最小のはみ出し領域Ｄ０にリブ８１
が存在しない。したがって、第１はみ出し領域メモリ９３Ｄに記憶される左側のはみ出し
領域Ｄから設定される左側の最小のはみ出し領域Ｄ０より、制御部９０は、左側の最小の
はみ出し領域Ｄ０にリブ８１が無いと判断する（Ｓ２１においてＮＯ）。
【０１２６】
　左側の最小のはみ出し領域Ｄ０にリブ８１が無いと判断されると（Ｓ２１においてＮＯ
）、制御部９０は、左側のはみ出し領域がリブ８１を回避できる領域Ｄ１まで、用紙Ｐ２
の左のはみ出し領域Ｄ１（図１５において実線で囲まれた領域）を再設定し、再設定され
た右側のはみ出し領域Ｄ１を第１はみ出し領域メモリ９３Ｄに記憶する（Ｓ２３）。
【０１２７】
　その後、制御部９０は、第１はみ出し領域メモリ９３Ｄに記憶された右側の最大のはみ
出し領域Ｄ内にリブ８１があるか否かの判断をする（Ｓ２４）。図１５（Ａ）に示される
ような用紙Ｐ２が斜行した状態で給送されると、点線で囲まれた右側の最大のはみ出し領
域Ｄに、リブ８１が存在している。したがって、当該用紙Ｐ２を縁無し印刷する時は、第
１はみ出し領域メモリ９３Ｄに記憶される右側の最大のはみ出し領域Ｄに基づいて、制御
部９０は、最大のはみ出し領域Ｄにリブ８１が有ると判断する（Ｓ２４においてＹＥＳ）
。なお、右側の最大のはみ出し領域Ｄは、用紙Ｐ３の左右方向９において右側に１ｍｍ確
保される。
【０１２８】
　次に、最小のはみ出し領域Ｄ０（図１５において一点鎖線で囲まれた領域）内にリブが
有るか否かの判断をする（Ｓ２５）。用紙Ｐ２が斜行した状態で給送された場合は、図１
５（Ａ）に示されるように、用紙Ｐ１の右側の最小のはみ出し領域Ｄ０にリブ８１が存在
しない。したがって、第１はみ出し領域メモリ９３Ｄに記憶される右側のはみ出し領域Ｄ
から設定される右側の最小のはみ出し領域Ｄ０より、制御部９０は、右側の最小のはみ出
し領域Ｄ０にリブ８１が無いと判断する（Ｓ２５においてＮＯ）。
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【０１２９】
　右側の最小のはみ出し領域Ｄ０にリブ８１が無いと判断されると（Ｓ２５においてＮＯ
）、制御部９０は、右側のはみ出し領域がリブ８１を回避できる領域Ｄ１まで、用紙Ｐ２
の右側のはみ出し領域Ｄ１（図１５において実線で囲まれた領域）を再設定し、再設定さ
れた右側のはみ出し領域Ｄ１を第１はみ出し領域メモリ９３Ｄに記憶する（Ｓ２８）。図
１５（Ａ）に示されるような位置に用紙Ｐ２が位置する場合、リブ８１を回避できる右側
のはみ出し領域Ｄ１は、Ｄ１＝Ｄ０（０．１７ｍｍ）が設定される。
【０１３０】
　そして制御部９０は、第１はみ出し領域メモリ９３Ｄに記憶される再設定されたリブ８
１を回避できる両側のはみ出し領域Ｄ１より、インク吐出開始位置及びインク吐出終了位
置を決定する（Ｓ２９）。次に、決定されたインクの吐出開始位置からインクの吐出終了
位置までの距離分をインクを吐出するように、制御部９０が、画像データメモリ９３Ｆに
記憶される画像データを読み出すアドレスの範囲を指定する（Ｓ３０）。次に、印刷中処
理（Ｓ１１、図１１参照）に移行する。
【０１３１】
　印刷中処理（Ｓ１５）は上述した内容と同様であるので、省略する。印刷中のはみ出し
領域設定処理（Ｓ４２）が開始されると、制御部９０は、メディアセンサ５２によって印
刷中の用紙両側端決定を行うとともに、決定された用紙両側端位置を第１両側端メモリ９
３Ａに記憶する（Ｓ５０）。このとき、制御部９０によって、第１両側端メモリ９３Ａに
記憶されていた前回の決定時の用紙の両側端位置は、第２両側端メモリ９３Ｂに移動され
、記憶される。そして、Ｓ５０において決定された用紙の両側端位置に基づいて、制御部
９０によって最大の両側のはみ出し領域Ｄが設定される（Ｓ５１）。
【０１３２】
　次に、制御部９０は、第１両側端メモリ９３Ａと第２両側端メモリ９３Ｂに記憶される
前回と今回との用紙の両側端位置から、用紙Ｐ２の斜行の傾向を特定する（Ｓ５２）。な
お、図１５（Ａ）と図１５（Ｂ）とに示されるように、用紙Ｐ２は、第１両側端メモリＡ
と第２両側端メモリ９３Ｂに記憶される前回と今回の用紙の両側端位置は異なるため、用
紙は斜行している。具体的には、第１両側端メモリＡと第２両側端メモリ９３Ｂに記憶さ
れる前回と今回の用紙の両側端位置は、リニアエンコーダ６９の分解能（０．１７ｍｍ）
よりも大きく異なっている。その後、制御部９０は、特定された用紙の斜行の傾向から、
現在決定された用紙Ｐ１の位置
から０．１インチだけ搬送された場合の、用紙Ｐ１の推定の両側端位置を算出し、算出さ
れた推定の両側端位置を第３両側端メモリに９３Ｃに記憶させる（Ｓ５３）。このときの
、推定された位置における用紙Ｐ２の位置は図１５（Ｃ）に示される。なお、Ｓ５２とＳ
５３とが、本発明の算出手段の一例である。
【０１３３】
　そして、第３両側端メモリ９３Ｃに記憶される推定の両側端位置に基づいて、推定の両
側の最大のはみ出し領域Ｄを設定し、第２はみ出し領域メモリ９３Ｅに記憶させる（Ｓ５
４、本発明の第６領域設定手段、第７領域設定手段の一例）。さらに、制御部９０は第２
両側端メモリ９３Ｂに記憶される今回決定された用紙Ｐ１の左端位置と、第３両側端メモ
リ９３Ｃに記憶される推定の用紙Ｐ１の左端位置と、がずれるか否かを判断する（Ｓ５５
、本発明の第５判断手段の一例）。上述のように用紙Ｐ２は斜行された状態で給送されて
いるので、制御部９０がずれると判断すると（Ｓ５５においてＹＥＳ）、次に制御部９０
は、第２両側端メモリ９３Ｂに記憶される用紙Ｐ２の左端位置と、第３両側端メモリ９３
Ｃに記憶される用紙Ｐ２の左端位置との間に、リブ８１があるが否かの判断がされる（Ｓ
５６）。なお、リブ８１の位置はＲＯＭ９２に予め記憶されているので、この処理におい
ては、ＲＯＭ９２に記憶されるリブ８１の位置が参照される。
【０１３４】
　図１５（Ｂ）、図１５（Ｃ）に示されるように、各左端位置の間にリブ８１は無いので
、制御部９０は、第２両側端メモリ９３Ｂと、第３両側端メモリ９３Ｃと、ＲＯＭ９２と
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、に記憶される各エンコーダのカウント値を参照して、リブ８１は無いと判断する（Ｓ５
６においてＮＯ）。その後、制御部９０は、第２はみ出し領域メモリ９３Ｅに記憶される
推定の左側の最大のはみ出し領域Ｄ（本発明の第６領域の一例）内に、リブ８１が有るか
否かの判断がされる（Ｓ５７、本発明の第６判断手段の一例）。図１５（Ｃ）に示される
ように、推定の用紙Ｐ２の左側の最大のはみ出し領域Ｄ内にリブ８１がある。よって、制
御部９０は、第２はみ出し領域メモリ９３Ｅを参照して、第２はみだし領域メモリ９３Ｅ
に記憶される左側の最大のはみ出し領域Ｄにおいてリブ８１があると判断（Ｓ５７におい
てＹＥＳ）する。
【０１３５】
　その後、制御部９０は、第２はみ出し領域メモリ９３Ｅに記憶される左側の最大のはみ
出し領域Ｄに基づく左側の最小のはみ出し領域Ｄ０内（本発明の第１０領域の一例）にリ
ブ８１があるか否かの判断をする（Ｓ５９、本発明の第８判断手段の一例）。図１５（Ｃ
）に示されるように、推定の用紙Ｐ２の左側の最小のはみ出し領域Ｄ０内にリブ８１はな
い。よって、制御部９０は、左側の最小のはみ出し領域Ｄ０内にリブが無いと判断する（
Ｓ５９においてＹＥＳ）。
【０１３６】
　その次に、制御部９０は、左側のはみ出し領域がリブ８１を回避できる領域まで、用紙
Ｐ２の左側のはみ出し領域Ｄ１（本発明の第８領域の一例）を再設定し、再設定された左
側のはみ出し領域Ｄ１を第１はみ出し領域メモリ９３Ｄに記憶する（Ｓ６１、本発明の第
８領域設定手段の一例）。
【０１３７】
　Ｓ６１の処理が終了すると、図１３に示されるように、次に、制御部９０は第２両側端
メモリ９３Ｂに記憶される今回決定された用紙Ｐ１の右端位置と、第３両側端メモリ９３
Ｃに記憶される推定の用紙Ｐ１の右端位置と、がずれるか否かを判断する（Ｓ７０、本発
明の第５判断手段の一例）。上述のように用紙Ｐ２は斜行した状態で給送されているので
、制御部９０がずれると判断すると（Ｓ７０においてＹＥＳ）、次に、制御部９０は、第
２両側端メモリ９３Ｂに記憶される用紙Ｐ２の右端位置と、第３両側端メモリ９３Ｃに記
憶される用紙Ｐ２の右端位置との間に、リブ８１があるが否かの判断がされる（Ｓ７１）
。
【０１３８】
　図１５（Ｂ）、図１５（Ｃ）に示されるように、各右端位置の間にリブ８１は無いので
、制御部９０は、第２両側端メモリ９３Ｂと、第３両側端メモリ９３Ｃと、ＲＯＭ９２と
、に記憶される各エンコーダのカウント値を参照して、リブ８１は無いと判断する（Ｓ７
１においてＮＯ）。その後、制御部９０は、第２はみ出し領域メモリ９３Ｅに記憶される
右側の最大のはみ出し領域Ｄ（本発明の第７領域の一例）内に、リブ８１が有るか否かの
判断がされる（Ｓ７２、本発明の第７判断手段の一例）。図１５（Ｃ）に示されるように
、推定の用紙Ｐ２の右側の最大のはみ出し領域Ｄ内にリブ８１がある。よって、制御部９
０は、第２はみ出し領域メモリ９３Ｅを参照して、第２はみ出し領域メモリ９３Ｅに記憶
される右側の最大のはみ出し領域Ｄにおいてリブ８１があると判断（Ｓ７２においてＹＥ
Ｓ）する。
【０１３９】
　その後、制御部９０は、第２はみ出し領域メモリ９３Ｅに記憶される最大のはみ出し領
域Ｄに基づく右側の最小のはみ出し領域Ｄ０内（本発明の第１０領域の一例）にリブ８１
があるか否かの判断をする（Ｓ７４、本発明の第９判断手段の一例）。図１５（Ｃ）に示
されるように、推定の用紙Ｐ２の右側の最小のはみ出し領域Ｄ０内にリブ８１がある。よ
って、制御部９０は、右側の最小のはみ出し領域Ｄ０内にリブ８１があると判断する（Ｓ
７４においてＮＯ）。
【０１４０】
　次に、制御部９０は、汚れフラグメモリ９３Ｇを参照して、汚れフラグメモリ９３Ｇに
ＯＦＦが記憶されていれば（Ｓ７３においてＮＯ）、汚れフラグメモリ９３ＧにＯＮを記
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憶し（Ｓ７５）、汚れフラグメモリ９３ＧにＯＮが記憶されていれば（Ｓ７３においてＹ
ＥＳ）、Ｓ７８の処理に移る。Ｓ７８の処理では、制御部９０によって、第１はみ出し領
域メモリに記憶される両側の最大のはみ出し領域Ｄより、インク吐出開始位置及びインク
吐出終了位置を決定する（Ｓ７８）。この場合、右側のはみ出し領域は再設定されたリブ
８１を回避できるはみ出し領域Ｄ１を、左側のはみ出し領域は最大のはみ出し領域Ｄを、
基にしてインク吐出開始位置及びインク吐出終了位置が決定される。次に、決定されたイ
ンクの吐出開始位置からインクの吐出終了位置までの距離分をインクを吐出するように、
制御部９０が、画像データメモリ９３Ｆに記憶される画像データを読み出すアドレスの範
囲を指定する（Ｓ７９）し、印刷中の用紙両側端決定処理が終了する。
【０１４１】
　そして、印刷中の用紙両側端決定処理が終了し、再び図１１に示されるＳ４２に戻り、
用紙Ｐ２を搬送する（Ｓ４３）。用紙１枚分の印刷が終了していない場合は（Ｓ４３にお
いてＮＯ）、Ｓ７８で決定されたインク吐出開始位置とインク吐出終了位置、及びＳ７９
で指定された画像データを読み出す際のアドレスの範囲に従って、制御部９０がキャリッ
ジ３１を走査させると共に、記録ヘッド３０からインクを吐出させる（Ｓ４０）。そして
、用紙１枚分の印刷が終了するまで、上述したＳ４０乃至Ｓ４４のうち任意の処理を繰り
返し、制御部９０によって用紙１枚分の印刷が終了したと判断されたら（Ｓ４４において
ＹＥＳ）、排紙トレイ２１上に用紙を排紙し（Ｓ４５）、印刷中処理を終了し、図９に示
されるフローチャートのＳ１１に戻り、Ｓ１２に示す処理に進む。
【０１４２】
　汚れフラグメモリ９３ＧにＯＮが記憶されている（Ｓ１２においてＹＥＳ）ので、制御
部９０は、表示部１８にリブ８１が汚れている可能性がある旨と、清掃を要求する旨を表
示させる（Ｓ１３）。その後、制御部９０は、開閉センサ１９によってカバー１２が開か
れたことを検知されない間は（Ｓ１４においてＮＯ）、制御部９０は、表示部１８に対す
る表示を続け、カバー１２が開かれたことを検知されたら（Ｓ１４においてＹＥＳ）、表
示部１８に対する表示を停止し、次に、制御部９０は、次頁が有るか否かを判断する（Ｓ
１５）。制御部９０が、次頁の印刷があると判断したら（Ｓ１５においてＮＯ）、再びＳ
１に戻り、次頁の用紙Ｐに対する縁無し印刷処理が開始される。制御部９０が、次頁の印
刷が無いと判断したら（Ｓ２０においてＹＥＳ）、縁無し印刷処理を終了する。
【０１４３】
　なお、第１両側端メモリ９３Ｂに記憶される用紙Ｐ２の左端位置と、第３両側端メモリ
９３Ｃに記憶される用紙Ｐ２の左端位置と、の間にリブ８１がある場合（Ｓ５６）、又は
、第２両側端メモリ９３Ｂに記憶される用紙Ｐ２の右端位置と、第３両側端メモリ９３Ｃ
に記憶される用紙Ｐ２の右端位置と、の間にリブ８１がある場合は（Ｓ７１）、用紙Ｐの
所定の距離搬送移動した際に最小のはみ出し領域Ｄ０内にリブ８１があることになる。し
たがって、制御部９０は、汚れフラグメモリ９３Ｇを参照して、汚れフラグメモリ９３Ｇ
にＯＦＦが記憶されていれば（Ｓ５８、７３においてＹＥＳ）、汚れフラグメモリ９３Ｇ
にＯＮを記憶し（Ｓ６０、Ｓ７５）、汚れフラグメモリ９３ＧにＯＮが記憶されていれば
（Ｓ５８においてＹＥＳ）、Ｓ６２、Ｓ７７に進む。このとき、各端のはみ出し領域は、
第１はみ出し領域メモリ９３Ｄに記憶される各側の最大のはみ出し領域Ｄが使用される。
【０１４４】
　なおまた、制御部９０が、Ｓ５７において、第２はみ出し領域メモリ９３Ｅに記憶され
る左側の最大のはみ出し領域Ｄ内にリブが無いと判断した場合や（Ｓ５７においてＮＯ）
、Ｓ７２において第２はみ出し領域メモリ９３Ｅに記憶される右側の最大のはみ出し領域
Ｄ内にリブが無いと判断した場合は（Ｓ７２）、第１はみ出し領域メモリ９３Ｄに記憶さ
れる各側の最大のはみ出し領域Ｄが使用される。
【０１４５】
　なおまた、Ｓ５９において、制御部９０が、第２はみ出し領域メモリ９３Ｅに記憶され
る左側の最小のはみ出し領域Ｄ０内に、リブ８１があると判断された場合は（Ｓ５９にお
いてＮＯ）、汚れフラグメモリ９３Ｇを参照して、汚れフラグメモリ９３ＧにＯＦＦが記



(29) JP 5850221 B2 2016.2.3

10

20

30

40

50

憶されていれば（Ｓ５８においてＮＯ）、汚れフラグメモリ９３ＧにＯＮを記憶し（Ｓ６
０）、汚れフラグメモリ９３ＧにＯＮが記憶されていれば（Ｓ５８においてＹＥＳ）、Ｓ
６２に進む。このとき、左側のはみ出し領域は、第１はみ出し領域メモリ９３Ｄに記憶さ
れる最大のはみ出し領域Ｄが使用される。
【０１４６】
　なおまた、Ｓ７４において、制御部９０が第２はみ出し領域メモリ９３Ｅに記憶される
右側の最小のはみ出し領域Ｄ０内に、リブ８１が無いと判断された場合は（Ｓ７４におい
てＮＯ）、制御部９０は、右側のはみ出し領域がリブ８１を回避できる領域まで、用紙Ｐ
２の右側のはみ出し領域Ｄ１（本発明の第９領域の一例）を再設定し、再設定されたはみ
出し領域Ｄ１を第１はみ出し領域メモリ９３Ｄに記憶させる（Ｓ７６、本発明の第９領域
設定手段の一例）。
【０１４７】
＜変形例＞
　本実施形態では、図１２で表されるフローチャートのＳ５５、及び図１３で表されるフ
ローチャートのＳ７０においては、現在の用紙両側端位置と、現在決定された用紙Ｐ１か
ら０．１インチだけ搬送された場合の、用紙Ｐ１の推定の用紙両側端位置とが、ずれてい
るとしたが、これに限らない。例えば、Ｓ５５においては、今回決定された現在の用紙左
端位置と、前回決定された前回の用紙左端位置とが、ずれているか否かの判断をする。ま
た、Ｓ７０においては、今回決定された現在の用紙右端位置と、前回決定された前回の用
紙右端位置とが、ずれているか否かの判断をする。
【０１４８】
　本実施形態では、用紙Ｐの左右方向９の中心は、プラテン３４の左右方向の中心を通過
するが、これに限らない。例えば、用紙Ｐの左端がプラテン３４の左端部、又は用紙Ｐの
右端がプラテン３４の右端部に合わせて通過されてもよい。
【０１４９】
　本実施形態では、用紙Ｐの先端及び後端（前後方向８における両側端）においては、縁
無し印刷がされていないが、これに限らず、例えば、用紙Ｐの先端及び後端においても縁
無し印刷がされることは言うまでも無い。
【０１５０】
　本実施形態では、インクを吐出する記録ヘッド３０は、左右方向９に走査されるキャリ
ッジ３１に設けられているが、これに限らない。例えば、記録ヘッド３０の左右方向９の
大きさが、複合機１０が印刷可能な最大の用紙Ｐの左右方向９よりも大きなラインヘッド
でもよい。
【０１５１】
　本実施形態では、用紙の両側端を決定するメディアセンサ５２は、左右方向９に走査さ
れるキャリッジ３１に設けられているが、これに限らない。例えば、複合機１０が印刷可
能な最大の用紙Ｐの左右方向９よりも大きなラインセンサを用いて、用紙の両側端を決定
してもよい。
【０１５２】
　本実施形態では、はみ出し領域を変更する時は、読み出すアドレスの範囲を変更するこ
とで実現されるが、これに限らない。例えば、読み出すアドレスの範囲はそのままにして
おいて、はみ出し領域を小さくしたい場合は、小さくなる分を各ブロック分に記憶される
画素のデータをすべて、吐出せずに書き換えるマスク処理を行っても良い。
【０１５３】
　本実施形態では、Ｓ９及びＳ５４においては、用紙Ｐの両側端で、同一の最大のはみ出
し領域Ｄを設定したが、これにかぎらず、例えば、用紙Ｐの左側と、用紙Ｐの右側とで、
最大のはみ出し領域Ｄを異ならせて設定させてもよい。
【０１５４】
　本実施形態では、Ｓ２０において最大のはみ出し領域Ｄ内に、リブ８１があるか否かの
判断をする際に、用紙Ｐ外のインク吐出開始位置から用紙Ｐの左端までのエンコーダカウ
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ント値内に、ＲＯＭ９２内に記憶されるリブ８１のエンコーダカウント値が存在するか否
かの判断をしたが、これに限らない。例えば、用紙Ｐの左側のエンコーダカウント値と左
側のインク吐出開始位置のエンコーダカウント値との間の距離Ｌ１と、用紙Ｐの左側のエ
ンコーダカウント値とリブ８１までのエンコーダカウント値との距離Ｌ２と、を比較して
、Ｌ１＜Ｌ２である場合に、Ｓ２０においてＹＥＳと判断され、Ｌ１＞Ｌ２である場合に
、Ｓ２０においてＮＯと判断される。これは、Ｓ２１、Ｓ２４、Ｓ２５、５７、Ｓ５９、
Ｓ７２、Ｓ７４においても同様で、距離の比較で各はみ出し領域内にリブ８１があるか否
かを判断してもよい。
【０１５５】
＜本実施形態の作用効果＞
　本実施形態によれば、用紙Ｐの両側端部に余白を設けない縁無し印刷をする際に、メデ
ィアセンサ５２によって決定される用紙Ｐの両側端位置に基づいて設定される最大のはみ
出し領域Ｄ内にリブ８１がある場合は、はみ出し領域をリブ８１を回避できるはみ出し領
域Ｄ１に再設定する。そして、制御部９０は、キャリッジ３１と記録ヘッド３０とを制御
して、リブ８１を回避できるはみ出し領域Ｄ１と用紙の左右方向９の幅とによって構成さ
れるインク吐出領域内にインクを吐出する。これによって、用紙Ｐの下面が支持されるリ
ブ８１にインクが吐出されることを抑制できるので、後続の用紙に対する裏写りを軽減さ
せることが可能となる。
【０１５６】
　本実施形態によれば、はみ出し領域Ｄ１が最大のはみ出し領域Ｄよりも小さく、最小の
はみ出し領域Ｄ０以上の範囲で可変に設定される。したがって、メディアセンサ５２によ
って決定された両端位置に基づいて設定されるはみ出し領域の大きさを、縁無し印刷の画
質を保証できると共に、さらに、用紙Ｐの下面が支持されるリブ８１にインクが吐出され
ることを抑制できるので、後続の用紙に対する裏写りを軽減させることが可能となる。
【０１５７】
　本実施形態によれば、最小のはみ出し領域Ｄ０内にリブ８１がある場合は、リブ８１が
汚れた旨を表示部１８に表示させる。さらに、リブ８１が汚れた旨を表示させているのを
カバー１２が開かれるまで続け、後続の用紙Ｐに対する縁無し印刷を開始させない。これ
により、ユーザが表示部１８を介してリブ８１が汚れたことを確認でき、さらに、カバー
１２を開けるまで縁無し印刷を再開しないので、リブ８１上に吐出されたインクを清掃す
ることができ、後続の用紙に対する裏写りを軽減させることが可能となる。
【０１５８】
　本実施形態によれば、所定の距離ずつ用紙Ｐが搬送された場合に、メディアセンサ５２
によって用紙の両側端位置を決定する。そして、前回決定された際の用紙Ｐの両側端位置
と、現在決定された際の用紙Ｐの両側端位置と、から、現在決定された用紙Ｐの位置から
次に１回分の搬送量を搬送される際の用紙Ｐの両側端位置を算出する。次に、前回決定さ
れた際の用紙の両側端位置又は次に決定される１回分の搬送量を搬送される際の用紙Ｐの
両側端位置と、現在決定された際の用紙Ｐの両側端位置とが異なっている場合に、次に１
回分の搬送量を搬送される際の用紙Ｐの両側端位置でのはみ出し領域を用いて、現在決定
された際の用紙Ｐの両側端位置でのはみ出し領域を設定する。よって用紙Ｐが斜行した状
態で搬送されることで、搬送される毎に用紙Ｐの両側端位置が変化し、はみ出し領域の大
きさが変化した場合でも、はみ出し領域を小さくしたり、また、汚れた可能性がある場合
は報知するので、後続の用紙に対する裏写りを抑制することができる。
【符号の説明】
【０１５９】
　１２　　カバー１２
　１６　　操作パネル
　１９　　開閉センサ
　２０　　給紙トレイ
　２４　　記録部
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　３０　　記録ヘッド
　３１　　キャリッジ
　３４　　プラテン
　４７　　搬送ローラ
　４９　　排紙ローラ
　５２　　メディアセンサ
　６８　　ロータリーエンコーダ
　６９　　リニアエンコーダ
　８１　　リブ
　８３　　傾斜面
　９０　　制御部
　１０１　ガイド板

【図１】 【図２】
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